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栃木市魅力発信特使 始動！

広報とちぎ　２月号 ２０２１（令和３）年１月２０日 発行
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感染症対策のためイベントなどが
変更になることがあります
　今号に掲載のイベントなどは、新型コロ
ナウイルスの感染拡大防止等の理由により、
中止・変更になる場合があります。
　最新の情報は市ホームページをご覧いた
だくか、担当部署・主催者に直接お問い合
わせください。
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栃
木
市
の
魅
力
を
発
信
す
る

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

　
新
生
栃
木
市
10
周
年
を
機
に
、
栃
木
市
の
魅

力
を
発
信
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
誕
生
し
ま

し
た
。「
栃
木
市
魅
力
発
信
特
使
」
は
、
市
の

一
体
感
の
醸
成
や
愛
着
を
よ
り
一
層
高
め
る
た

め
、
栃
木
市
の
明
る
い
未
来
を
築
い
て
い
こ
う

と
い
う
志
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍

す
る
個
人
や
団
体
を
認
定
す
る
新
た
な
制
度
で

す
。12

月
22
日
、
初
の
栃
木
市
魅
力
発
信
特
使
と

し
て
、
各
分
野
で
活
躍
す
る
６
名
の
皆
さ
ん
を

認
定
し
ま
し
た
。

田た
な
か中  

潔き
よ
し

氏
（
写
真
上
右
端
）

「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ａ
米
」代
表
。

毎
日
新
聞
社
主
催
「
毎
日
農
業
記
録
賞
」

最
優
秀
賞
新
規
就
農
大
賞
受
賞
。

神か
ん
べ戸  

明あ
き
ら
氏
（
同
右
か
ら
２
番
目
）

し
も
つ
か
れ
ブ
ラ
ン
ド
会
議
メ
ン
バ
ー
。

　
し
も
つ
か
れ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
。

小こ
た
け竹

花は
な
え絵

氏
（
同
中
央
）

パ
ナ
プ
ラ
ス
㈱
代
表
。
農
林
水
産
省
の
農
業

女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
。

伊い
ぶ
き吹
和か

ず
や矢
氏
（
同
左
か
ら
２
番
目
）

歌
手
。

　
栃
木
市
観
光
協
会
推
薦
「
魅
せ
ま
す
栃
木
」。

　
栃
木
市
文
化
マ
イ
ス
タ
ー
。

田た
む
ら村  

愛あ
い

氏
（
同
左
端
）

ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
。
司
会
業
。

倉く
ら
も
ち持

雅ま
さ
よ代

氏
（
写
真
左
）

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
。
ミ
セ
ス
ジ
ャ
パ

ン
２
０
１
９
日
本
大
会
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

６
頁
に
関
連
記
事
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特集特集

栃木市消防団栃木市消防団栃木市消防団
～地域防災の要として～
　消防団は、普段は生業を持ちながらも「自らの地域は自らが守る」
という郷土愛護の精神に基づき、火災出動のみならず、地震、風水害
といった大規模災害時における活動にも従事しています。
　地域防災の要として活躍する消防団の活動の一部をご紹介します。

9月 8月 7月 6月 5月 4 月

❷ポンプ操法大会
火災の際、迅速、確実かつ安全に放水する
ため、その一連の動作を競い合う大会です。
各方面隊を代表する精鋭たちが、日頃の訓
練により練磨された技能を披露します。

❸水防訓練
台風や大雨等による水害を想定し、土のうの作成
方法、ロープの取り扱い、水防工法などの実技を
通して、より専門的な知識・技術を習得します。

❶辞令交付式及び新入団員研修
新入団員や階級異動のある団員に団長から辞令を交付します。その後、
団員としての心構えや活動上の留意点などの研修会や、消防団行動の
基本となる部隊行動を迅速確実にするため、規律礼式訓練を行います。

東日本台風の際、排水作業を行う消防団員関東・東北豪雨での小学校の復旧作業

災
害
時
の
活
動

豪
雨
災
害
で
発
揮
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
消
防
団
の
力

　
平
成
27
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨
や
、
令
和

元
年
東
日
本
台
風
の
際
も
、
消
防
団
が
大
き

な
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。　

　
特
に
昨
年
の
東
日
本
台
風
で
は
、
３
日
間

で
延
べ
１
，
８
０
３
人
が
出
動
し
、
広
報
活

動
、
積
土
の
う
、
住
民
の
避
難
誘
導
、
冠
水

地
区
の
排
水
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
濁
流
が
宅
内
に

流
れ
込
み
自
力
避
難
が
困
難
に
な
っ
た
住

民
や
土
砂
崩
れ
に
巻
き
込
ま
れ
た
住
民
58
人

を
無
事
救
出
し
、
人
命
の
安
全
確
保
と
被
害

の
軽
減
に
多
大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
国
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
、
消
防
庁
長
官
表
彰
、
国
土
交
通
大
臣

表
彰
、
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。

❶

❷

❸❹
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令和３年４月から
消防団組織が変わります

　地域住民の身体・生命・財産を守るという地域防災の要として大きな
役割を担う消防団。人口減少や就業形態の多様化など環境の変化に対応
し、より効率的な運営を図るため、消防団組織の再編を行います。

項 目 現 在 再 編 後

①方面隊の廃止
より迅速かつ効率的な災害対応
を行うため、方面隊制（旧市町
単位）を廃止します。

②本部分団の統合
　活動内容の統一化を図るた
め、各方面隊に設置している本
部分団を統合します。

③出動区域の見直し
火災による出動体制を地域別体
制から直近体制にします。また、
出動する消防車両の台数を統一
します。

体制　地域別体制
台数　第１出動　　２～５台
　　　第２出動　＋４～８台
　　　第３出動　　　　無し
　　　特命出動　必要な台数

体制　直近体制
台数　第１出動　　　　４台
　　　第２出動　　　＋６台
　　　第３出動　　　＋５台
　　　特命出動　必要な台数

④部の統合及び定員の見直し
　活動団員の確保等に課題を抱
える分団部について、地域の実
情に応じ、統合や定員の見直し
をします。

部数　　　 ５８部
定員　１，２１６人

部数　　　 ４２部
定員　１，００９人
（令和５年３月３１日までは１，０２１人）

各分団部の定員など、詳細は市消防本部ホームページをご覧ください。
https://www.city.tochigi.lg.jp/site/shoubou/

消防団員募集
　栃木市消防団の団員を
随時募集しています。消
防団活動で地域を守るボ
ランティアに参加してみ
ませんか？
★資格 　市内に在住・在勤の18歳以

上の方・志操堅固で、かつ、身
体強健の方

★活動内容
　　　男性… 災害時の消火、水防、避難

誘導活動や各種訓練など
　　　女性… 防災教育や予防広報など

の啓発活動
（女性団員は消火活動等は行いません）
★身分　非常勤特別職の地方公務員
★入団後の主な処遇
　①年額報酬·出動手当が支給されます。
　② 活動中に負傷した場合は、補償制
度があります。

　③ 活動に必要な被服等が貸与されま
す。

★興味がある方は・・・
消防総務課 または お近くにお住まいの
消防団員にお気軽にご相談ください。
市消防本部 消防総務課 消防団係

☎（２３）３５２７

3月 2月 1月 12月 11月 10月

❺啓発活動
全国火災予防運動に合わせ、女性分団員
が紙芝居や防災カードゲームなどを使
い、市内の園児たちを対象に防災教育を
実施しています。また、街頭や広報車に
よる火災予防広報活動を行っています。

❹夏季点検
消防活動に万全を期することを目的として、
点検者（市長）が「人員並びに服装点検」と「機
械器具点検」を実施します。団長の指揮のも
と、団員は規律ある態度で点検を受けます。

※ 本特集は、昨年度以前の写真も
交えて構成しています。

❼消火訓練
火災発生時において、団員間の適切な指揮命令や
消防署、更には近隣市町との連携強化を図るため、
火災現場を想定した訓練を行っています。

❻通常点検
消防団の１年間の活動の中で、最大規模の
イベントです。消防力の強化を目的として、
市総合運動公園にて職務遂行に必要な各種
項目の点検を実施しています。また、蔵の
街大通りでは、団長を先頭に徒歩部隊、車
両部隊が威風堂々たる行進を行います。

❺❻

❼
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市政トピックスHearts of TOCHIGI

（仮称）文化芸術館・文学館
工事現場の見学会

　11月 29日、（仮称）文化芸術館・文学館の工事
現場の見学会を開催しました。
　文化芸術館では、内装工事が進むトラックヤード
や収蔵庫を見学。文学館では、修理のため天井を取
り外した屋根裏の様子など、開館後は見ることがで
きない 2館の裏側を、参加者は熱心な様子で見学
していました。
　建物の工事は 3月に完了し、枯らし期間を経て
令和 4年度に開館の予定です。

道の駅みかもで
交通安全の街頭啓発

　12月 12 日、道の駅みかもにて「年末の交通安
全県民総ぐるみ運動」の該当啓発活動を行いました。
これは、交通安全を多くの皆さんに意識してもらう
ため、栃木警察署や交通安全協会などの関係機関の
協力により開催したものです。
　当日は、交通事故「０」宣言を行ったほか、道の
駅みかもや国道 50号の交差点などで、交通安全の
ＰＲ活動を行いました。

嘉右衛門町伝建地区ＰＲ冊子が
地域プロモーション大賞南伸坊賞

　本市の嘉右衛門町伝建地区のＰＲ冊子「地と」が、
（一財）地域活性化センターが主催する、第２回地域
プロモーション大賞のパンフレット部門で、審査委
員長賞にあたる「南伸坊賞」を受賞しました。
　この冊子は、本市の地域おこし協力隊 遠藤百合
子さんが中心となって製作したもの
です。現在、第 1号・第 2号が発
行されており、市ホームページにて
ご覧いただけます。

道の駅みかもで啓発活動を行う大川市長 （仮称）文学館の大きな屋根裏を見上げる参加者

～ 7 つの基本～
冬の感染防止対策

発熱等がある場合の受診方法
① かかりつけ医等最寄りの医療機関
に電話してください。

② かかりつけ医等最寄りの医療機関
に連絡できない場合は、受診・相
談センター ☎ 0570-052-092 
に電話してください。

※診療・検査医療機関を案内します。
※検査の可否は、医師が判断します。

皆さま一人ひとりの
感染症対策が大切です！

１ 身体的距離の確保

５ ３密の回避

２マスクの着用・咳エチケット

６ 適切な運動や食事

３ 手洗い

７ 健康チェック

４ 換気と加湿

・ 人との間隔はできるだけ空け
ましょう。
・ 会話をするときは、できるだ
け真正面を避けましょう。

・ 密集・密接・密閉を回避しましょ
う。

・ 外出時や屋内でも会話をする
ときは、症状がなくてもマス
クを着けましょう。
・ 咳エチケットを徹底しましょ
う。

・ 免疫力を高めるため、十分な
休養とバランスの取れた食事、
適度な運動を心がけましょう。
・ 夏に比べて水分摂取量が減るた
め、水分摂取を心がけましょう。

・ 家に帰ったらまずは手や顔を
洗いましょう。

・ 30秒程度かけて、水と石けん
で丁寧に洗いましょう。

・ こまめに手を洗い、手指消毒
もしましょう。

・ 毎朝、体温測定しましょう。
・ 発熱や風邪の症状があるとき
は、無理せず、自宅で療養し
ましょう。

・ こまめに換気しましょう。
・ 風の流れができるよう、２方
向の窓を開けましょう。
・ 窓が１つしかない場合は、入
り口と窓を開けましょう。
・ 適切な湿度(40%以上を目安）
を保つと効果的です。

作成した2冊のＰＲ冊子と遠藤隊員
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　今年度の「まちづくり懇談会ふれあいトーク」は、感染症拡大防止
の観点から、当面の間、開催を延期しています。そのため、「懇談会」
ではなく「お手紙」で皆様からのご意見・ご提案を広く募集したところ、
134通のお手紙が寄せられました。お寄せいただいたご意見・ご提
案は市の施策やまちづくりに役立ててまいります。
　ここで、いただいたご意見・ご提案などの一部と、市の考え方を紹
介します。

ご
意
見
・
ご
提
案
１

　
２
０
１
５
年
、
２
０
１
９
年
と

赤
津
川
が
氾
濫
し
、
床
下
浸
水
し

ま
し
た
。
50
年
に
一
度
の
災
害
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
４
年

後
に
前
回
よ
り
水
嵩
が
増
し
た
濁

流
が
押
し
寄
せ
て
き
た
。

　
広
報
と
ち
ぎ
８
月
号
の
河
川
災

害
対
策
に
は
赤
津
川
に
つ
い
て
は

何
も
説
明
さ
れ
て
な
い
。
３
月
市

議
会
定
例
会
で
議
員
が
質
問
し
、

建
設
部
長
が
答
弁
し
て
い
ま
す
。

県
が
越
水
対
策
を
検
討
し
、
市
は

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る
と
の
事
で
し
た
が
、
そ
の
後

の
進
捗
が
開
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

永
野
川
は
川
幅
を
広
げ
護
岸
、

堤
防
嵩
上
げ
し
、
巴
波
川
は
地

下
ト
ン
ネ
ル
で
減
災
計
画
と
の
こ

と
。
70
年
前
、
巴
波
川
の
治
水
の

為
、
永
野
川
に
分
水
路
に
し
た
同

じ
一
級
河
川
で
あ
る
赤
津
川
の
抜

本
的
対
策
は
何
で
す
か
。

　
東
北
自
動
車
道
の
下
の
赤
津
川

は
川
幅
が
狭
く
な
っ
て
お
り
、
更

に
草
が
生
い
茂
り
、
ま
す
ま
す
河

川
の
流
れ
を
妨
げ
て
い
る
。
川
底

を
さ
ら
い
護
岸
工
事
で
恒
久
的
な

対
策
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

　
雨
が
降
る
た
び
に
ま
た
浸
水
す

る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
で
仕
方

あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
が
災
害
の
地

域
格
差
な
く
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
行
政
は
対
策
と
迅
速
な
情

報
公
開
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
答

　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
赤
津
川
に
お
い
て

は
、
県
に
よ
り
災
害
復
旧
工
事
及

び
堆
積
土
除
去
工
事
が
実
施
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
赤
津
川
流
域
の
浸
水
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
に
よ
り
対
策
手

法
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

市
と
し
て
も
、県
の
計
画
に
支
援・

協
力
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
田
ん

ぼ
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
現
在
導
入

に
向
け
市
と
土
地
改
良
区
及
び
水

田
農
家
と
の
間
で
詳
細
な
協
議
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

年
度
に
土
地
改
良
区
内
の
田
ん
ぼ

に
お
い
て
雨
水
貯
留
の
実
証
実
験

を
行
う
予
定
で
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民

の
皆
様
に
市
内
で
進
め
ら
れ
て
い

る
浸
水
対
策
の
進
捗
状
況
を
お
伝

え
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
提
案
３

　

商
品
購
入
時
の
際
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
が

有
料
と
な
り
ま
し
た
。
埼
玉
の
あ
る
市

で
は
、
ス
ー
パ
ー
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
市

が
協
賛
し
、
そ
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
ゴ
ミ

出
し
が
可
能
と
の
こ
と
で
す
。
購
入
し

た
と
し
て
も
使
い
道
が
あ
り
、
一
石
二

鳥
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
栃
木
市
も

ぜ
ひ
ご
一
考
く
だ
さ
い
。

回
答

　

取
っ
手
付
き
指
定
ご
み
袋
（
レ
ジ
袋

タ
イ
プ
）
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
市
民

の
皆
様
か
ら
要
望
を
受
け
て
お
り
、
そ

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
も

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
取
っ
手
付

き
指
定
ご
み
袋
（
レ
ジ
袋
タ
イ
プ
）
の

導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
提
案
４

　

コ
ロ
ナ
で
休
校
時
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
を
実
施
で
き
た
公

立
の
学
校
も
あ
っ
た
。
栃
木
市

は
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
考
え
は

あ
る
か
。

回
答

　

コ
ロ
ナ
禍
の
臨
時
休
校
中
に

お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
つ

い
て
は
、
国
の
調
査
に
よ
る
と
、

公
立
学
校
で
の
実
施
状
況
の
割

合
は
全
国
の
５
％
と
い
う
結
果

で
あ
り
ま
し
た
。
全
国
的
に
見

て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が

実
施
で
き
る
環
境
が
不
十
分
で

あ
り
、
本
市
も
同
様
の
状
況
で

す
。
現
在
、
国
が
進
め
て
い
る

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実

現
に
向
け
、
本
市
で
も
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
本
年
度
中
に

１
人
１
台
端
末
配
置
を
目
指
し
、

学
校
や
家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
の
実
現
に
向
け
て
進
め
て

い
き
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
提
案
５

　

渡
良
瀬
遊
水
地
は
、
東
京
か

ら
60
㎞
と
い
う
立
地
に
あ
り
、

こ
の
広
大
な
大
自
然
は
首
都
圏

の
宝
で
す
。
こ
れ
を
構
成
す
る

の
は
、
栃
木
市
、
小
山
市
、
加

須
市
、
古
河
市
、
野
木
町
、
板

倉
町
の
４
市
２
町
で
あ
り
、
栃

木
市
は
71･

２
％
の
面
積
を
占

め
て
い
る
。

　

４
市
２
町
が
タ
ッ
グ
を
組
め

ば
、
県
や
国
も
動
か
す
こ
と
が

で
き
る
と
思
う
。
是
非
４
市
２

町
を
大
川
市
長
が
ま
と
め
、
足

並
み
を
揃
え
て
渡
良
瀬
遊
水
地

の
利
活
用
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

回
答

　

４
市
２
町
は
、
自
治
会
等
の

地
域
の
代
表
、
渡
良
瀬
遊
水
地

に
関
係
す
る
各
種
団
体
、
国
内

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
関
係
官
庁
及

び
河
川
管
理
者
を
も
っ
て
構
成

す
る
「
渡
良
瀬
遊
水
地
保
全
・

利
活
用
協
議
会
」
を
組
織
し
て

お
り
、
現
在
、
大
川
市
長
が
そ

の
協
議
会
の
会
長
を
務
め
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
さ
ら
に
４
市
２
町
等

で
連
携
を
強

化
し
、
渡
良

瀬
遊
水
地
の

利
活
用
等
を

進
め
て
い
き

ま
す
。

Opinion
&

Suggestion
１

Opinion
&

Suggestion
３

Opinion
&

Suggestion
４

Opinion
&

Suggestion
５

防
災

生
活
環
境

学
校
教
育

観
光
振
興

ご
意
見
・
ご
提
案
２

　

他
市
の
飲
食
店
等
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
を
受
け
て
各
事
業
者
は
自
助
努
力

と
し
て
感
染
症
対
策
を
行
っ
て
い
る
と

思
う
が
、
そ
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ

て
い
る
店
と
行
っ
て
い
な
い
店
の
判
別

は
一
般
市
民
に
は
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。
県
と
協
議
す
る
な
ど
し
て
判
別
す

る
た
め
の
方
策
を
市
と
し
て
検
討
は
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

回
答

　

栃
木
県
で
は
、
感
染
防
止
対
策
に
取

り
組
み
な
が
ら
社
会
経
済
活
動
の
本
格

展
開
を
図
る
た
め
、
各
業
界
団
体
と
連

携
し
た
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
取

組
と
、
各
事
業
者
の
参
加
に
よ
る
感
染

防
止
対
策
の
「
見
え
る
化
」
の
取
組
を
、

県
民
運
動
と
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。　

　

取
組
宣
言
を
行
っ
た
業
界
団
体
は
、

各
事
業
者
に
対
し
て
感
染
防
止
対
策
の

普
及
、
支
援
を
行
い
、
感
染
防
止
対
策

を
実
施
し
て
い
る
事
業
者
は
、「
宣
言

書
」「
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
店
頭
等
に
掲

示
し
て
い
ま
す
。

　

栃
木
市
で
も
、
県
の
取
組
を
補
完
す

る
も
の
と
し
て
、「
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
式　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
ポ

ス
タ
ー
」
を
作
成
し
、
各
事
業
者
が
実

施
し
て
い
る
感
染
症
対
策
の
「
見
え
る

化
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
消
毒
液
の
設
置
や
飛
沫
防

止
シ
ー
ト
、
間
仕
切
り
の
設
置
な
ど
、

各
事
業
者
が
実
施
し
て
い
る
具
体
的
な

感
染
防
止
対
策
を
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
（
絵

文
字
）
で
表
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
店
頭
に

掲
示
し
て
も
ら
い
、
事
業
者
を
選
択
す

る
う
え
で
の
判
断
材
料
の
一
つ
に
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

市
で
は
こ
の
取
組
を
推
進
す
る
た

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
ほ
か
、
商
工
会
議
所
や
各
商
工
会・

商
店
街
等
を
通
し
て
、
各
事
業
者
へ
呼

び
掛
け
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Opinion
&

Suggestion
２
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

赤
津
川
の
災
害
対
策

飲
食
店
等
の
感
染
症
対
策
を
見
え
る
形
に

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
検
討
は
？

４
市
２
町
で
の
渡
良
瀬
遊
水
地
利
活
用

取
っ
手
付
き
指
定
ご
み
袋
の
導
入
を

増水した赤津川

「まちづくりふれあいトーク」
～お手紙編～
たくさんのご意見・ご提案ありがとうございました

問
合
先

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課　
☎

（21）
２
３
１
７
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相　　　談 日　時 場所／問合先

弁護士相談（事前に要予約）

（弁護士が法的な見解等を助言 )
※予約開始
 3 月分：2月 1日（月）～
　(各日 8時 30分より受付 )

※ 同じ案件での相談は 2回ま
で（異なる会場で相談して
も同様）

2月12日（金）、26日（金）
3月12日（金）、26日（金）
10時～12時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

3 月 18日（木）
10時～ 12時

大平隣保館 2階 相談室
☎(43)6611 0120-46-7830

2 月 15日（月）
10時～ 12時

藤岡公民館 1 階 研修室
藤岡市民生活課☎ (62)0905

2 月 24日（水）
10時～ 12時

都賀総合支所 別館 2階 会議室
都賀市民生活課☎ (29)1124

3 月 23日（火）
10時～ 12時

西方総合支所 1 階 会議室
西方市民生活課☎ (92)0308

2 月 18日（木）
10時～ 12時

岩舟総合支所会議室棟1階第1会議室
岩舟市民生活課☎ (55)7763

法律相談（事前に要予約）
※栃木市社会福祉協議会主催

2月 2日（火）、16日（火）
9時～ 12時

大平地域福祉センター ふるさとふれあい館
/社会福祉協議会大平支所☎(43)0294

宅地建物相談（予約開始：2/1（月）8時
30分～）（売買や賃貸借、所有と管理）

2月 19日（金）
10時～ 12時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

市民相談
( 日常生活の問題など )

月～金曜日
9時～ 17時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

消費生活相談 ( 商品やサービス
など消費生活全般 )

月～金曜日
9時～ 16時

本庁舎 2 階 消費生活センター
☎ (23)8899 FAX (23)8820

合同相談

( 行政相談・人権相談 )

　♦移動県民相談も同時開設

2月9日（火）、22日（月）
10時～12時　

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

3 月 18日（木）
10時～ 12時

大平総合支所 1 階 相談室
大平市民生活課☎ (43)9211

2 月 10日（水）
10時～ 12時

藤岡公民館 1 階 研修室
藤岡市民生活課☎ (62)0905

♦ 2月 24日（水）
10時～ 12時

都賀総合支所 別館 2階 大会議室
都賀市民生活課☎ (29)1124

♦3月23日（火）
13時30分～15時30分

西方公民館 2階 小会議室
西方市民生活課☎ (92)0308

♦ 2月 18日（木）
13時30分～15時30分

岩舟総合支所会議室棟1階第1会議室
岩舟市民生活課☎ (55)7763

相　　　談 日　時 場所／問合先

人権相談 月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

大平隣保館☎(43)6611 0120-46-7830
厚生センター☎ (24)2444
人権・男女共同参画課☎ (21)2161

配偶者等からの暴力 (DV) 相談 月～金曜日
9時～ 16時

配偶者暴力相談支援センター
☎（21）2218

いじめ相談電話 月～金曜日 9時～ 17時
※土日祝日･時間外は
　事前予約可

本庁舎/青少年育成センター☎(24)0667
メール：gakusyu03@city.tochigi.lg.jp

青少年相談
( 非行問題・不登校など )

本庁舎/青少年育成センター☎(23)6566
メール：gakusyu03@city.tochigi.lg.jp

家庭児童相談 (0 ～ 17 歳の子
どもとその家族 )

月～金曜日
9時～ 16時

本庁舎 / 家庭児童相談室 ( 子育て支
援課内 )　☎ (21)2227

児童虐待相談 月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎／子育て支援課☎ (21)2227　
※左記以外の時間は☎ 189
（児童相談所全国共通ﾀﾞｲﾔﾙ）

婦人・ひとり親家庭相談 月～金曜日
9時～ 16時 本庁舎/子育て支援課　☎(21)2229

障がい児者相談 ( 福祉サービス
の利用・障がいを理由とする差
別・合理的配慮及び虐待防止 )

月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎 /障がい福祉課 障がい児者相
談支援センター係
☎ (21)2219 FAX (21)2682

就労支援相談（事前に要予約）

(40 歳未満の就労相談 )

第1・3月曜日13時～21時
第1・3土曜日17時～21時

※
祝
日
除
く

栃木勤労青少年ホーム☎ (22)3113

第2・4月曜日13時～21時
第1・3土曜日13時～16時 大平勤労青少年ホーム☎ (43)5191

高齢者相談
（介護や福祉、生活全般、虐待）月～金曜日8時 30分～ 17時 15分

本庁舎／栃木中央地域包括支援セン
ター ☎（21）2245・2246

もの忘れ相談
（認知症の専門員による相談）

2月 12日（金）
10時～ 11時 30分

本庁舎 1階 市民スペース／栃木中央地域
包括支援センター☎（21）2171・2246

相談は無料で秘密は厳守します。気軽にどうぞ。市内の方であれば、どの窓口でも相談できます。■相談業務の案内

携帯電話やスマホは今や多くの人の生活必需品になっています。そ
の一方で、契約・解約時のトラブルや、操作に不慣れなことによる
利用時のトラブルが増えています。
相談事例
・ 従来型の携帯電話からスマホへ機種変更するため店舗に行った。一番安いプラ
ンを希望したが、自宅の光回線をまとめると安くなると言われ、申し込んだ。
30日間無料だとアプリをいくつかインストールされた。後日請求書が届き、
以前より高額になっている。アプリの利用料金も発生し、自分で解約手続きを
するように言われたが、操作方法が分からない。

・ 機種変更したスマホで友人に電話をした。５分くらいの通話だったが、お互い
電話が切れておらず、数時間分の高額な通話料を請求された。

問題点
・消費者の希望とは異なる契約となっている。/・今後支払う料金を正しく認識
できていない。/・端末操作や料金プランの内容を理解できていない。
アドバイス
　契約内容の中でも、特に料金が発生する契約は何かを確認しましょう。解約時
にかかる料金や割引サービスの内容も確認しましょう。操作に慣れるために、家
族や周りの人に聞いたり、携帯電話会社等が提供するスマホ教室を活用するのも
よいでしょう。
　８日以内であれば契約解除できる制度があります。ただし、解約までに利用し
たサービスや有料オプションの利用料、事務手数料は支払う必要があります。解
約には条件がありますので、キャンセルしたいと思った場合は、すぐに携帯電話
会社に申し出ましょう。　
　不安に思ったり、トラブルにあった場合は、消費生活センターに相談しましょう。
　消費生活センター（本庁舎 2階）☎ (23) ８８９９ ／ FAX（23）８８２０

高齢者のスマホトラブル

　「インフルエンサー」とは「影響力のある人」を指
す言葉。ＳＮＳを通してしもつかれを刺激し続ける
「アキラパイセン」こと、神戸さんにお話しを伺いました。

実はしもつかれは苦手！？
栃木市出身で、普段は市内の会社で働く神戸さんが

しもつかれに興味を持ったのは 2年前。「しもつかれブ
ランド会議」を立ち上げた知人の活動を見て「『食べて
みないといけないな』という罪悪感を持った」。三十数
年ぶりに口にしたしもつかれに「・・・もしかしたら食
べられるかもしれない」と、興味を抱きます。
「正直な話、まだ苦手（笑）」という神戸さんの思いが、
逆に「しもつかれの概念を変えよう」という活動につな
がります。しもつかれを使った様々なアレンジ料理を考
案しＳＮＳで発表するように。また、しもつかれを看板
メニューに栃木市の「とちぎ江戸料理」に参加する「か
ねふくストア」の一日店長を務めるなど、精力的にしも
つかれをＰＲ。昨年にはしもつかれブランド会議にも正
式メンバーとして参加し、市内のラーメン店とコラボし
た「元祖しもつかれまぜそば」を世に送り出しました。

しもつかれは「サステナブルフード」
　しもつかれブランド会議では、ＳＮＳでの発信を主に
担う神戸さん。同会議には、デザイナー、元新聞記者、
料理家など、様々な職種のメンバーが集います。2月に
は、3回目となる「しもつかれウィーク２０２１」を開
催予定。県内の各店舗などの参加のほか、料理・アート・
音楽などのクリエイターと協力し、環境に優しいしもつ
かれを、日本を代表するサステナブル（「持続可能」な）
郷土料理として、世界に向けて発信します。

目指すは栃木市の魅力を発信するローカルタレント！
　実は若いころはタレントを目指して上京していたとい
う神戸さん。「栃木市の魅力を発信するローカルタレン
トを目指したいな、という思いがあります」。
　地元の小学校では、公式 Instagram の管理も務め、
同校独自の取り組み「one class」につ
いても積極的に発信しています。「最近、
児童からも『アキラパイセン』と呼ばれ
るようになったのが快感で（笑）」と、
笑いながらお話してくださいました。神

か ん べ

戸 　明
あきら

さん

しもつかれインフルエンサー
 （栃木市魅力発信特使）

ブランド会議が生み出したビ
スコッティ（写真左）は、し
もつかれの旨味が活きた味わ
い。写真右は、酒粕の風味が
豊かなガトーしもつかれ。

Akiraパイセン
Instagram
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栃
木
市
食
と
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
域
活
性
化
及
び
観
光
振
興

計
画（
素
案
）に
関
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）

　
市
で
は
、
イ
チ
ゴ
や
ブ
ド
ウ

な
ど
の
食
資
源
と
各
種
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
資
源
と
の
融
合
に

よ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
等
の
新
た
な
地
域
資
源
を
創

出
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
栃
木
市

食
と
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活

性
化
及
び
観
光
振
興
計
画
」
の

策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
素
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
／
市
内
に
事
業
所
等
を

有
す
る
個
人
・
法
人
等
／
市
税

の
納
税
義
務
者
／
本
計
画
に
利

害
関
係
を
有
す
る
方

募
集
・
閲
覧
期
間　
１
月
20
日

（
水
）
～
２
月
18
日
（
木
）
必

着閲
覧
場
所　
総
合
政
策
課
（
本

庁
舎
３
階
）、
市
政
情
報
セ
ン

タ
ー
（
同
４
階
）、
各
総
合
支

所
地
域
づ
く
り
推
進
課
、
大

宮
・
皆
川
・
吹
上
・
寺
尾
・
国

府
の
各
公
民
館
窓
口
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法　
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
書
書
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
直
接
提
出　
閲
覧
場
所
窓
口

（
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

②
郵
送　
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６

（
住
所
不
要
）
栃
木
市
役
所 

総

合
政
策
課
あ
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ　

（21）
２
６
７
１

④
メ
ー
ル　

kikaku01@
city.tochigi.lg.jp

※
提
出
さ
れ
た
意
見
等
は
後
日

公
表
し
ま
す
。（
住
所
・
氏
名

等
は
非
公
表
）
意
見
に
対
す
る

個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

問 

総
合
政
策
課
☎

（21）
２
３
０
３

栃
木
市
障
が
い
福
祉
計
画（
第
６
期

計
画
）及
び
障
が
い
児
福
祉
計
画

（
第
２
期
計
画
）（
案
）に
関
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）

　
市
で
は
令
和
３
～
５
年
度
を

計
画
年
度
と
す
る
「
栃
木
市
障

が
い
福
祉
計
画（
第
６
期
計
画
）

及
び
障
が
い
児
福
祉
計
画
（
第

２
期
計
画
）
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
対
す
る

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
／
市
内
に
事
業
所
等
を

有
す
る
個
人
・
法
人
等
／
市
税

の
納
税
義
務
者
／
本
計
画
に
利

害
関
係
を
有
す
る
方

募
集
・
閲
覧
期
間　
２
月
19
日

（
金
）
必
着　

閲
覧
場
所　

障
が
い
福
祉
課

（
本
庁
舎
２
階
）、
市
政
情
報
セ

ン
タ
ー
（
同
４
階
）、
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
、
大
宮
・
皆

川
・
吹
上
・
寺
尾
・
国
府
の
各

公
民
館
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ提
出
方
法　
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
書
書
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
。

２
月
19
日
（
金
）
必
着

①
直
接
提
出　

閲
覧
場
所
窓
口

（
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

②
郵
送　
〒
３
２
８-

８
６
８
６

（
住
所
不
要
）
栃
木
市
障
が
い

福
祉
課
あ
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ　

（21）
２
６
８
２

④
メ
ー
ル　

f-service@
city.tochigi.lg.jp

※
提
出
さ
れ
た
意
見
等
は
後
日

公
表
し
ま
す
。（
住
所
・
氏
名

等
は
非
公
表
）
意
見
に
対
す
る

個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

問 

障
が
い
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
０
３

第
８
期
栃
木
市
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画（
案
）に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）

　
高
齢
者
福
祉
、
保
健
の
総
合

的
な
推
進
と
介
護
保
険
事
業
に

係
る
保
険
給
付
の
円
滑
な
実
施

を
図
る
た
め
、
老
人
福
祉
法
及

び
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
、
第

８
期
栃
木
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

計
画
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意

見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
／
市
内
に
事
業
所
等
を

有
す
る
個
人
・
法
人
等
／
市
税

の
納
税
義
務
者
／
本
計
画
に
利

害
関
係
を
有
す
る
方

閲
覧
期
間　

２
月
19
日
（
金
）　

必
着

閲
覧
場
所　
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
課
（
本
庁
舎
２
階
）、
市
政

情
報
セ
ン
タ
ー
（
同
４
階
）、

大
宮
・
皆
川
・
吹
上
・
寺
尾
・

国
府
公
民
館
、
大
平
・
藤
岡
・

都
賀
・
西
方
・
岩
舟
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

提
出
方
法　
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
書
書
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
提
出
。

①
直
接
提
出　

地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課
、
各
総
合
支
所
内
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
平
日
８

時
30
分
～
17
時
15
分
）

②
郵
送　
〒
３
２
８-

８
６
８
６

（
住
所
不
要
）
栃
木
市
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
課
あ
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ　

（21）
２
６
７
０

④
メ
ー
ル　

kourei@
city.

tochigi.lg.jp

※
提
出
さ
れ
た
意
見
等
は
後
日

公
表
し
ま
す
。（
住
所
・
氏
名

等
は
非
公
表
）
意
見
に
対
す
る

個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

問 

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
４
２

栃
木
市
小
中
学
校
施
設
長
寿

命
化
計
画
の
素
案
に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見

募
集
）

　
市
で
は
、
今
後
、
学
校
施
設

が
ほ
ぼ
同
時
期
に
改
修
・
更
新

を
迎
え
る
こ
と
や
、
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
維
持
補
修
費
の
増

加
な
ど
、
多
額
の
費
用
の
支
出

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
「
事
後
保
全
型
の
改

修
」
か
ら
「
予
防
保
全
型
の
改

修
」
に
切
り
替
え
て
い
く
た
め

の「
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
素
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意

見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
／
市
内
に
事
業
所
等
を

有
す
る
個
人
・
法
人
等
／
市
税

の
納
税
義
務
者
／
本
計
画
に
利

害
関
係
を
有
す
る
方

募
集
期
間　

１
月
20
日
（
水
）

～
２
月
19
日
（
金
）
必
着

閲
覧
場
所　

学
校
施
設
課
（
本

庁
舎
４
階
）、
市
政
情
報
セ
ン

タ
ー
（
同
４
階
）、
各
総
合
支

所
地
域
づ
く
り
推
進
課
、
大

宮
・
皆
川
・
吹
上
・
寺
尾
・
国

府
の
各
公
民
館
窓
口
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法　

閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
書
様
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
。

①
直
接
提
出　

閲
覧
場
所
窓
口

（
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

②
郵
送　
〒
３
２
８-

８
６
８
６

（
住
所
不
要
）
栃
木
市
学
校
施

設
課
あ
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ　

（21）
２
６
８
９

④
メ
ー
ル　

gakusi02@
city.tochigi.lg.jp

※
提
出
さ
れ
た
意
見
等
は
後
日

公
表
し
ま
す
。（
住
所
・
氏
名

等
は
非
公
表
）
意
見
に
対
す
る

個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

問 

学
校
施
設
課
☎

（21）
２
４
６
５

都
賀
保
健
セ
ン
タ
ー
閉
館
の

お
知
ら
せ

　
都
賀
総
合
支
所
複
合
化
整
備

事
業
の
実
施
に
伴
い
、
都
賀
保

健
セ
ン
タ
ー
が
令
和
３
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
閉
館
と
な
り
ま

す
。
施
設
は
１
月
31
日
ま
で
利

用
可
能
で
す
。

問 

健
康
増
進
課
☎

（25）
３
５
１
１

不
動
産
合
同
公
売

　
栃
木
市
・
小
山
市
・
結
城
市

の
３
市
合
同
で
市
税
の
滞
納
に

よ
り
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
の

公
売
会
を
実
施
し
ま
す
。

公
売
方
法　
期
日
入
札

公
売
日　
２
月
３
日
（
水
）

公
売
会
場　
小
山
市
立
中
央
公

民
館　
地
下
１
階　
第
一
研
修

室
（
小
山
市
中
央
町
）

入
札
開
始
及
び
締
切
の
時
間

　
13
時
20
分
～
14
時

受
付
開
始　
12
時
50
分

入
札
説
明
開
始　
13
時

開
札
時
間　
14
時
２
分

売
却
決
定
の
日
時

　
２
月
10
日
（
水
）　
10
時

買
受
代
金
納
付
期
限

　
２
月
10
日
（
水
）　
14
時

※
各
物
件
の
詳
細
な
情
報
や
入

札
書
等
の
様
式
・
提
出
方
法
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。（
下
記

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

参
照
）

問 

収
税
課　
☎

（21）
２
２
８
３

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
を

行
い
ま
す

　
次
の
日
程
で
全
国
一
斉
に
訓

練
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
次
の

機
器
な
ど
か
ら
テ
ス
ト
放
送
が

流
れ
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

訓
練
日
時　

２
月
17
日
（
水
）

11
時

放
送
内
容　
「
上
り
チ
ャ
イ
ム

＋
『
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
』＋
下
り
チ
ャ
イ
ム
」

放
送
さ
れ
る
機
器　

屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
（
１
８
５
か
所
）
／

防
災
ラ
ジ
オ
（
自
動
起
動
し
ま

す
）
／
Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７
の

緊
急
割
り
込
み
放
送

問 

危
機
管
理
課
☎

（21）
２
５
５
１

岩舟総合支所

西方総合支所

都賀総合支所

藤岡総合支所

大平総合支所

本庁

〒329-4392
　岩舟町静5133-1
☎55-7751
FAX55-4910

〒322-0692
　西方町本城1
☎92-0300
FAX92-2611

〒328-0192
　都賀町家中5982-1
☎29-1100
FAX28-0169

〒323-1192
　藤岡町藤岡1022-5
☎62-0900
FAX62-4625

〒329-4492
　大平町富田558
☎43-9205
FAX43-8818

〒328-8686
　万町9-25
☎22-3535
FAX21-2673

休日にお困りの時は
本庁日直☎（22）3535

 

お
知
ら
せ 

市役所本庁にキオスク端末（証明書交付機）を設置します
　３月１日（月）から、市役所本庁２階市民生活課にマイナンバーカード
を用いて、証明書を発行することができるキオスク端末（証明書交付機）
を設置します。交付できる証明書の種類や手数料、操作手順はコンビニで
証明書を発行するときと同じです。栃木市に住民登録がある方のみご利用
いただけます。
必要なもの
マイナンバーカード（利用者証明用電子証明書（数字４桁の暗証番号）が
記録されているものに限ります）
※操作するときに暗証番号の入力が必要となります。
交付できる証明書
①住民票の写し
※本人、世帯全員、世帯の一部の方の住民票の写しが取得できます。同じ
住所であっても、世帯が別の場合は取得できません。
※続柄・本籍及び筆頭者・マイナンバー（個人番号）の記載の有無を選択
することができます。
※以下の証明書は、キオスク端末で発行することができません。
・亡くなられた方や転出された方の住民票の除票
・改製原住民票
・氏名や住所等の異動履歴のある住民票
・住民票コードが記載された住民票
②印鑑証明書
※本人の印鑑登録証明書が取得できます。
③所得証明書
※最新年度のみの発行となります。
④住民税決定証明書
※最新年度のみの発行となります。
利用可能時間
平日　８時 30 分～ 19 時（土曜・日曜・祝日、12 月 29 日～ 1 月 3 日、
メンテナンス日はご利用できません。）
証明書手数料
１通２００円　

（通常 1 通３００円。窓口で発行するより１００円お安くなります。）
　　　　　　　　 問  市民生活課　☎（２１）２１２６

キオスク端末（証明書交付機）
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で

す
　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
落
と
さ

れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行

く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も

な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

口
座
振
替
の
種
類

①
２
年
前
納　
２
年
分
の
保
険

料
を
４
月
末
日
に
一
括
引
落
。

（
毎
月
現
金
で
納
め
る
場
合
よ

り
約
１
５
，０
０
０
円
の
割
引
）

②
１
年
前
納　
１
年
分
の
保
険

料
を
４
月
末
日
に
一
括
引
落
。

（
毎
月
現
金
で
納
め
る
場
合
よ

り
約
４
，
０
０
０
円
の
割
引
）

③
６
カ
月
前
納　
６
カ
月
分
の

保
険
料
を
４
月
末
日
と
10
月
末

日
に
一
括
引
落
。（
毎
月
現
金

で
納
め
る
場
合
よ
り
１
年
間
で

約
２
，
０
０
０
円
割
引
）

④
当
月
末
振
替
（
早
割
）　

毎

月
末
日
に
当
月
分
の
保
険
料
を

引
落
。（
月
々
約
50
円
割
引
）

⑤
翌
月
末
振
替　
毎
月
末
日
に

前
月
分
の
保
険
料
を
引
落
。（
割

引
は
あ
り
ま
せ
ん
）

口
座
振
替
の
申
込
み

納
付
書
又
は
年
金
手
帳
、通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
お
持
ち
の

う
え
、
口
座
振
替
納
付
申
出
書

を
年
金
事
務
所
又
は
口
座
振
替

を
行
う
口
座
の
あ
る
金
融
機
関

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
出

書
は
、
年
金
事
務
所
、
金
融
機

関
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
①
２
年
前
納・②
１
年
前
納・

③
６
カ
月
前
納
を
希
望
さ
れ
る

場
合
、
申
込
み
は
年
金
事
務
所

に
２
月
末
必
着
で
す
の
で
、
お

早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
令
和
３
年
度
の
割
引
額
は
未

定
で
す
。

問
栃
木
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
☎
（22）
４
１
３
１

保
険
医
療
課　
☎
（21）
２
１
３
４

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
伴
う
傷
病
手
当
金
の
適

用
期
間
延
長（
国
民
健
康
保
険・

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
の
方
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
感
染
し
た
方
、
ま
た
は
発

熱
等
の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑

わ
れ
る
方
で
要
件
を
満
た
し
た

場
合
、
申
請
に
よ
り
傷
病
手
当

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

た
び
適
用
期
間
が
令
和
３
年
３

月
31
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

対
象　

栃
木
市
国
民
健
康
保

険
、
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
の
う
ち
被
用

者
（
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
方
）
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
ま
た

は
発
熱
等
の
症
状
が
あ
り
感
染

が
疑
わ
れ
る
た
め
会
社
等
を
休

み
、給
与
収
入
が
減
少
し
た
方
。

支
給
対
象
と
な
る
日
数

　
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て

３
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
労
務

に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期

間
の
う
ち
、
就
労
を
予
定
し
て

い
た
日
。

支
給
額　
（
直
近
の
継
続
し
た

３
か
月
間
の
給
与
収
入
の
合
計

額
を
就
労
日
数
で
除
し
た
金

額
）
×
２
／
３
×
日
数
（
支
給

対
象
と
な
る
日
数
）

※
上
限
あ
り

※
給
与
等
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
は
、
支
給
額
が
調
整
さ
れ
た

り
、
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

適
用
期
間

　
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
令

和
３
年
３
月
31
日
の
間
で
療
養

の
た
め
労
務
に
服
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
期
間
（
た
だ
し
、
入

院
が
継
続
す
る
場
合
は
最
長
１

年
６
月
ま
で
）

※
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
市
の
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
以
外
の
健
康
保
険

に
加
入
の
方
は
、
ご
自
身
が
加

入
し
て
い
る
保
険
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
医
療
課

国
民
健
康
保
険･･･

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
１
３
１

後
期
高
齢
者
医
療･･･

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
１
３
７

お
も
い
や
り
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

利
用
証
を
交
付
し
て
い
ま
す

　

栃
木
県
で
は
、
障
が
い
者
や

高
齢
者
、
妊
産
婦
な
ど
の
歩
行

が
困
難
な
方
の
た
め
に
駐
車
優

先
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
取
り

組
み
、「
お
も
い
や
り
駐
車
ス

ペ
ー
ス
つ
ぎ
つ
ぎ
事
業
」を
行
っ

て
い
ま
す
。
該
当
と
な
る
方
に

は
、
お
も
い
や
り
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
利
用
証
を
交
付
し
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
の
た
め

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
適
正
利
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象　
左
表
の
と
お
り

交
付
場
所　

障
が
い
福
祉
課
、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課
（
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
の
み
）、

健
康
増
進
課
（
妊
産
婦
の
方
の

み
）

申
請
に
必
要
な
も
の

次
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
１
点

・
障
が
い
者
手
帳

・
介
護
保
険
証

・
母
子
手
帳

・
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）

受
給
者
証
、
小
児
慢
性
特
定
疾

病
医
療
費
受
給
者
証
、
一
般
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
い
ず

れ
か

・
医
師
の
診
断
書
・
意
見
書
等

（「
歩
行
が
困
難
で
あ
る
」
こ
と

の
記
載
必
要
）　

問
障
が
い
福
祉
課　

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
０
３

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　
命
を
救
え
る
身
近
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
献
血
」
に
ご
協
力
下

さ
い

日
時　

２
月
15
日
（
月
）　

10

時
〜
11
時
45
分
、
13
時
〜
16
時

場
所　
栃
木
市
役
所
本
庁
舎
３

階　
正
庁

対
象

16
歳
〜
69
歳
の
方
。
た

だ
し
、
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い

て
は
60
歳
〜
64
歳
に
献
血
経
験

が
あ
る
方
に
限
る

内
容　
２
０
０
㎖ 
、
４
０
０
㎖ 

献
血
の
み

所
要
時
間: 

20
〜
30
分
程
度

問
健
康
増
進
課
☎

（25）
３
５
１
１

水
道
管
の
漏
水
調
査
を
行
い

ま
す

　
水
道
メ
ー
タ
ー
で
の
漏
水
音

確
認
の
た
め
、
敷
地
内
に
立
ち

入
ら
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
員
は
市
発
行
の

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
お
り

ま
す
。

調
査
時
期　
１
月
下
旬
〜
３
月

下
旬

調
査
箇
所　
都
賀
町
家
中
、
合

戦
場
、
升
塚
、
平
川

調
査
業
者　
栃
木
市
公
認
管
工

事
業
協
同
組
合

問
水
道
建
設
課
☎

（25）
２
１
１
６

おもいやり駐車スペース利用対象者表
該当する障がい名 等級

身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方

視覚 １級から４級
平衡機能 ３級、５級

肢体不自由

上肢機能 １級、２級
下肢機能 １級から６級
体幹機能 １級から３級、５級
上肢機能（脳原生運動機能）１級、２級
下肢機能（脳原生運動機能）１級から６級

内部

心臓機能 １級、３級、４級
じん臓機能 １級、３級、４級
呼吸器機能 １級、３級、４級
ぼうこう又は直腸機能 １級、３級、４級
小腸機能 １級、３級、４級
肝臓機能 １級から４級

免疫機能 １級から４級
療育手帳をお持ちの方 Ａ１、Ａ２
精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方 １級
高齢者等 要介護１～５

難病患者

特定医療費（指定難病）
受給者、小児慢性特定
疾病医療受給者、指定
難病の診断基準を満た
している方、一般特定
疾患医療受給者

妊産婦 妊娠７ヶ月から産後１年

傷病人
医師の診断書等で「歩
行困難」が認められる
方で、１年の範囲内

ふれあいバス岩舟線が佐野市に乗り入れ、連携を図ります
　市民の通学・通院・買い物などの日常生活の足としてふれあいバスを運
行しておりますが、令和 3年 3月 22日（月）から岩舟線が佐野市に乗り
入れ、佐野市を発着するバスとの連携を図るなどの見直しを行います。

※岩舟線以外の見直しも含め、見直し内容の詳細は、広報とちぎ 3月号折
込み「ふれあいバス時刻表」にてお知らせいたします。
※岩舟線の佐野市乗り入れの詳細をお知らせする地域説明会を下の日程で
開催します。ぜひご参加ください。

　　　　　　問  交通防犯課　☎（２１）２１５３

開催日 時間 会場 最寄バス停

２月４日（木） 13:30 ～ 岩舟総合支所第一会議室 岩舟総合支所前

２月５日（金） 13:30 ～ 三鴨地区公民館講座室 三鴨郵便局前

２月９日（火） 11:00 ～ ゆうゆうプラザ大会議室 ゆうゆうプラザ

・
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「
児
童
扶
養
手
当
」
が
変
わ

り
ま
す

　
障
害
基
礎
年
金
等
を
受
給
し

て
い
る
ひ
と
り
親
の
ご
家
庭
の

方
の
手
当
額
の
算
出
方
法
と
支

給
制
限
に
関
す
る
所
得
の
算
定

方
法
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

１
．
児
童
扶
養
手
当
と
調
整
す

る
障
害
基
礎
年
金
等
の
範
囲
が

変
わ
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
３
月
分
の
手
当
以

降
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
額
が

障
害
年
金
の
子
の
加
算
部
分
の

額
を
上
回
る
場
合
、
そ
の
差
額

を
児
童
扶
養
手
当
と
し
て
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

２
．
支
給
制
限
に
関
す
る
所
得

の
算
定
が
変
わ
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
３
月
分
の
手
当
以

降
は
、
障
害
基
礎
年
金
等
を
受

給
し
て
い
る
受
給
資
格
者
の
支

給
制
限
に
関
す
る
「
所
得
」
に

非
課
税
公
的
年
金
給
付
等
が
含

ま
れ
ま
す
。

手
続
き　
既
に
児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格
者
と
し
て
認
定
を
受

け
て
い
る
方
は
、
原
則
、
申
請

は
不
要
で
す
。
そ
れ
以
外
の
方

は
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す

る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

支
給
開
始
月　

通
常
は
、申
請

の
翌
月
分
か
ら
支
給
開
始
と
な

り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
障
害
年
金

を
受
給
し
て
い
た
た
め
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た

方
の
う
ち
、令
和
３
年
３
月
１
日

に
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る

方
は
、令
和
３
年
６
月
30
日
ま
で

に
申
請
す
れ
ば
、令
和
３
年
３
月

分
の
手
当
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

問 

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
２
１

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別 

給
付
金
の
再
支
給
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
ひ

と
り
親
世
帯
を
支
援
す
る
た

め
、
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別 

給
付
金
の
再
支
給
を
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

（
１
）
令
和
２
年
３
月
分
の
児

童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方

（
２
）
公
的
年
金
給
付
等
に
よ

り
児
童
扶
養
手
当
の
給
付
を
受

け
て
い
な
い
方

（
３
）
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
な
い
ひ
と
り
親
世
帯
の

方
の
う
ち
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家

計
が
急
変
し
、急
変
後
１
年
間
の

収
入
見
込
額
が
、
児
童
扶
養
手

当
支
給
の
た
め
に
国
が
定
め
る

所
得
制
限
限
度
額
を
下
回
る
方

支
給
額　

一
世
帯
当
た
り

５
０
，０
０
０
円　
第
二
子
以
降

１
人
に
つ
き
３
０
，０
０
０
円

申
請　
支
給
対
象
者（
２
）（
３
）

の
方
の
う
ち
、
令
和
２
年
12
月

11
日
時
点
で
未
だ「
基
本
給
付
」

の
申
請
を
行
っ
て
い
な
い
方
は

申
請
が
必
要
で
す
。
な
お
、
支

給
対
象
者
（
１
）
の
方
を
含

め
、
令
和
２
年
12
月
11
日
時
点

で
、
既
に
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
の
「
基
本
給
付
」

の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
の
再

支
給
分
は
、
令
和
２
年
12
月
24

日
に
支
給
済
み
で
す
。
申
請
方

法
や
支
払
日
な
ど
の
詳
し
い
情

報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
ひ
と
り
親
世
帯
臨

時
特
別
給
付
金
の
申
請
期
限
は

令
和
３
年
２
月
末
ま
で
で
す
。

※
支
給
対
象
者
（
１
）（
２
）

が
対
象
の
、
ひ
と
り
親
世
帯
臨

時
特
別
給
付
金
「
追
加
給
付
」

の
申
請
も
令
和
３
年
２
月
末
ま

で
で
す
。（
追
加
給
付
の
支
給

は
１
回
限
り
で
す
。）

支
給
先　
児
童
扶
養
手
当
振
込

指
定
口
座
ま
た
は
申
請
者
本
人

名
義
口
座

問 

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
２
１

市
有
地
公
売
の
お
知
ら
せ

　

広
く
一
般
の
方
を
対
象
に

「
一
般
競
争
入
札
」
に
よ
り
、

市
有
地
（
岩
舟
町
静
戸
４
９
８

番
６
他
）
の
売
払
い
を
行
い
ま

す
。
土
地
を
お
求
め
の
方
は
ご

検
討
く
だ
さ
い
。
物
件
の
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。（
下

記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

参
照
）

入
札
日　
３
月
18
日
（
木
）
10

時場
所　
栃
木
市
役
所
岩
舟
総
合

支
所
会
議
室
棟

公
売
物
件　
建
物
付
き
土
地

申
込　
１
月
20
日
（
水
）
～
２

月
26
日
（
金
）
に
問
合
先
へ
入

札
参
加
申
込
書
を
提
出

問 

岩
舟
産
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　
☎

（55）
７
７
６
４

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
点
検

し
ま
し
ょ
う
!!

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火

災
時
に
適
切
に
作
動
す
る
よ

う
、
設
置
し
た
後
も
適
切
な
維

持
管
理
が
必
要
で
す
。
点
検
ボ

タ
ン
を
押
す
、
点
検
ひ
も
を
引

く
な
ど
、
定
期
的
に
作
動
確
認

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
築
住
宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
か
ら
14
年
が
経
ち
、

設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
た

住
宅
が
増
え
て
い
ま
す
。
10
年

以
上
経
過
し
た
住
宅
用
火
災
警

報
器
は
本
体
内
部
の
電
子
部
品

が
劣
化
し
て
火
災
を
感
知
し
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

本
体
の
交
換
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問 

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
☎

（22）
０
０
７
２

防
犯
カ
メ
ラ
の
ご
寄
附
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

栃
木
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

様
よ
り
、栃
木
城
址
公
園
へ
防
犯

カ
メ
ラ
２
台
の
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。公
園
内
の
犯
罪
を
未

然
に
防
止
す
る
こ
と
に
役
立
て
、

市
民
の
皆
様
が
安
心
安
全
に
公

園
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、有
効
に
活
用
し
ま
す
。

問 

公
園
緑
地
課
☎

（21）
２
４
１
３

子
ど
も
未
来
基
金
へ
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
子
育
て
支
援
に
役
立
て
て
欲
し

い
と
、
三
谷
勝
夫
様
よ
り
、
30
万

円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
や
子
育
て
環
境
の
充

実
の
た
め
の
事
業
に
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問 

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
８
８

と
ち
ぎ
吾
一
奨
学
基
金
へ
の
ご
寄

附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
虹
の
会
様
よ
り
、
栃
木
市
出

身
を
誇
り
と
し
、
栃
木
市
の
発

展
に
寄
与
す
る
有
為
な
人
材
を

育
成
し
て
ほ
し
い
と
、
給
付
型

奨
学
金
で
あ
る
「
と
ち
ぎ
吾
一

奨
学
金
」
の
原
資
と
な
る
篤
志

奨
学
基
金
に
10
万
円
の
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
栃
木
市
で

は
、
基
金
の
趣
旨
に
賛
同
い
た

だ
け
る
篤
志
家
の
皆
様
か
ら
の

篤
志
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問 

教
育
総
務
課
☎

（21）
２
４
６
２

募

集

介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員

募
集

　
介
護
保
険
の
円
滑
な
運
営
の

た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
40
歳
以
上

の
方
で
、
平
日
開
催
の
会
議
に

出
席
で
き
る
方
（
※
公
務
員
、

行
政
委
員
等
の
公
務
に
携
わ
る

方
、
本
市
の
審
議
会
等
の
委
員

を
２
つ
以
上
兼
務
し
て
い
る
方

を
除
く
）

募
集
人
数　
２
人

任
期　
３
年

応
募
方
法　

２
月
24
日
（
水
）

ま
で
に
所
定
の
応
募
用
紙
（
問

合
先
窓
口
に
あ
り
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
を
問
合
先
へ
直
接
持
参
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て

提
出
く
だ
さ
い
。

FAX 

（21）
２
６
７
０

✉kaigo@
city.tochigi.

lg.jp
問 
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
５
１

老
人
保
健
福
祉
施
設
等
整
備

に
係
る
法
人
審
査
委
員
会
委

員
の
募
集

　
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
令
和
３
年
度
～
令
和
５
年
度
）

に
お
い
て
、
老
人
保
健
福
祉
施

設
等
を
整
備
す
る
事
業
者
の
選

定
を
行
う
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

対
象　
市
内
在
住
の
40
歳
以
上

の
方
で
、
平
日
開
催
の
会
議
に

出
席
で
き
る
方
（
※
公
務
員
、

行
政
委
員
等
の
公
務
に
携
わ
る

方
、
本
市
の
審
議
会
等
の
委
員

を
２
つ
以
上
兼
務
し
て
い
る

方
、
整
備
予
定
事
業
者
と
関
係

の
あ
る
方
を
除
く
）

募
集
人
数　
１
人

任
期　
３
年

応
募
方
法　

２
月
24
日
（
水
）

ま
で
に
所
定
の
応
募
用
紙
（
問

合
先
窓
口
に
あ
り
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
を
問
合
先
へ
直
接
持
参
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て

提
出
く
だ
さ
い
。

FAX 

（21）
２
６
７
０

✉kaigo@
city.tochigi.

lg.jp

問 

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
５
１

学
童
保
育
支
援
員
募
集

　
学
童
保
育
に
お
け
る
、
小
学

生
の
児
童
を
対
象
と
し
た
保
育

指
導
。
子
ど
も
が
好
き
で
、
子

ど
も
と
共
に
活
動
で
き
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
要
件　
普
通
自
動
車
免
許

を
有
す
る
方
（
保
育
士
、
教
員

免
許
等
を
有
す
る
方
を
優
先
）

任
用
期
間　
令
和
３
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

報
酬　
時
間
額
９
２
４
円
ま
た

は
１
，０
３
２
円
、通
勤
手
当
、

期
末
手
当
有

勤
務
時
間　
平
日:

14
時
～
19

時
の
間
の
４
～
５
時
間
（
シ
フ

ト
制
、
変
動
有
） 

学
校
休
業
日:

７
時
30
分
～
19

時
の
間
の
７
時
間
45
分
程
度

（
シ
フ
ト
制
、
変
動
有
） 

勤
務
日
数　
月
曜
日
～
土
曜
日

の
う
ち
４
～
５
日（
シ
フ
ト
制
）

勤
務
地　
市
内
の
公
営
学
童
保

育申
込
方
法　
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）、
資
格
証
等
の
写
し
を
本

庁
子
育
て
支
援
課
へ（
郵
送
可
）

選
考
方
法　
書
類
審
査
及
び
面

接そ
の
他　
面
接
日
は
、
応
募
さ

れ
た
方
に
後
日
ご
連
絡
い
た
し

ま
す

問 

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
２
３

入
居
者
募
集
情
報

市
営
住
宅　

城
内
南
第
２
市
営
住
宅　
３
Ｄ

Ｋ  

１
戸（
３
階
）※
単
身
者
可

城
内
市
営
住
宅　
３
Ｄ
Ｋ　
１

戸
（
２
階
）
※
単
身
者
可

大
宮
市
営
住
宅　
３
Ｄ
Ｋ　
１

戸
（
２
階
）、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１

戸
（
３
階
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ
イ

ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得
月

額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳　
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
（
78
．
45
平
方
㍍
）　

１
戸　

家
賃
６
万
９
千
円
／
月

共
通
事
項

申
込
期
間　

２
月
５
日
（
金
）

～
10
日
（
水
）　

８
時
30
分
～

17
時
（
土
日
除
く
）

入
居
日　
３
月
１
日
（
月
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
、
募
集
住
戸
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
問
合
先
へ
。

問 

宅
建
と
ち
ぎ
公
営
住
宅
管

理
セ
ン
タ
ー　
☎

（21）
８
６
７
７

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
に
、

市
内
小
中
学
校
へ
マ
ス
ク
・
消
毒
液
等
を
次
の
皆
様

よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
頂
い
た
ご
寄
附
を
活
用
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
度
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
株
式
会
社
山
岸
興
業　
様

・
株
式
会
社
群
馬
銀
行　
様

・
株
式
会
社
フ
ェ
ド
ラ　
様

・
平
塚
昭
次　
様

・
福
富
由
治　
様

・
昭
和
52
年
度
大
平
南
小
学
校
卒
業
生
有
志

代
表　
三
柴
哲
男　
様

・
栃
木
市
認
定
大
平
地
域
ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織

　
大
平
わ
い
わ
い
テ
ラ
ス　
様

・
栃
木
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
平
ブ
ロ
ッ
ク　
様

・
藤
倉
竜
広　
様

・
渡
部
ノ
リ
子　
様

・
川
崎
征
樹　
様

・
関
口
史
孝　
様

・
第
７
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会　
様

・
栃
木
の
未
来
を
考
え
る
会　
様

・
添
野
歯
科
医
院　
様

・
横
山
孝
典　
様

・
須
藤
昌
彦　
様

・
小
田
桐
可
奈
子　
様

・
京
三
電
機
株
式
会
社　
様

・
千
塚
小
お
や
じ
の
会　
様

・
合
同
会
社
石
泉　
様

・
有
限
会
社
中
澤
製
麺

　
代
表
取
締
役　
中
澤
健
太　
様

※
そ
の
他
、
非
公
表
希
望
の
皆
様
か
ら
も
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。問 

学
校
施
設
課　
☎

（21）
２
４
６
４

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
へ
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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催

し

第
20
回
下
野
国
庁
ま
つ
り
中

止
の
お
知
ら
せ

　
令
和
３
年
３
月
に
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
第
20
回
下

野
国
庁
ま
つ
り
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
を

考
慮
し
、中
止
に
な
り
ま
し
た
。

問
文
化
課　
☎
（21）
２
４
９
７

国
府
公
民
館　
☎

（27）
３
０
０
２

水
と
み
ど
り
の
ふ
れ
あ
い
体

験
活
動
参
加
者
募
集
！

　

間
伐
材
を
使
っ
た
木
工
教

室
、
特
用
林
産
（
な
め
こ
）
教

室
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫
放
流
等
、

森
が
育
む
木
や
生
き
物
に
触
れ

る
こ
と
で
森
林
に
つ
い
て
楽
し

く
学
べ
ま
す
。
お
土
産
も
あ
り

ま
す
！

日
時　
２
月
13
日
（
土
）
①
９

時
30
分
〜　
②
13
時
30
分
〜

場
所　
栃
木
市
出
流
ふ
れ
あ
い

の
森
（
出
流
町
）

対
象　
小
学
生
ま
で
の
お
子
様

と
そ
の
保
護
者

定
員　
各
３
組
〜
５
組
（
約
12

人
）
程
度
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
２
月
３
日
（
水
）
ま
で

に
問
合
先
へ
直
接
、
ま
た
は
お

電
話
で
申
込

問
農
林
整
備
課
☎

（21）
２
３
８
６

ふ
る
さ
と
婚　

〜
バ
レ
ン
タ

イ
ン
は
愛
の
日
♥
思
い
を
込

め
て
時
を
進
め
る
〜

対
象　
県
内
在
住
の
概
30
歳
〜

40
歳
の
独
身
勤
労
者
男
女

日
時　

２
月
14
日
（
日
）　

13

時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
１
丁
目
）　

定
員　
男
女
各
７
人
（
定
員
を

超
え
た
場
合
抽
選
）

参
加
費　
男
性
３
，
０
０
０
円　

女
性
１
，
０
０
０
円

※
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
済
の
少
人

数
制
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

※
詳
細
は
直
接
当
施
設
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込　
２
月
７
日
（
日
）
ま
で

に
問
合
先
へ

問
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
☎

（27）
７
１
４
０

ふ
る
さ
と
婚　

〜
特
別
な
春　

♥
特
別
な
出
会
い
〜

対
象　
県
内
在
住
の
概
30
歳
〜

40
歳
の
独
身
勤
労
者
男
女

日
時　
３
月
14
日
（
日
）
13
時

30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
１
丁
目
）　

定
員　
男
女
各
７
人（
抽
選
制
）

参
加
費　
男
性
３
，
０
０
０
円　

女
性
１
，
０
０
０
円

※
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
済
の
少
人

数
制
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

※
詳
細
は
直
接
当
施
設
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込　
３
月
７
日
（
日
）
ま
で

に
問
合
先
へ

問
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
☎

（27）
７
１
４
０

素
敵
な
出
会
い
の
た
め
の

「
免
疫
力
ア
ッ
プ
！
ヨ
ガ
講

座
」

　
ヨ
ガ
で
免
疫
力
を
上
げ
て
新

年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
せ
ん

か
？
楽
し
く
体
を
動
か
し
な
が

ら
友
達
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

（
運
動
で
き
る
服
装
）

対
象

20
才
か
ら
40
才
以
下
の

独
身
男
女　

日
時　

３
月
６
日
（
土
）、
３

月
13
日
（
土
）
の
２
回
コ
ー
ス　

17
時
〜
19
時

場
所　
栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
日
ノ
出
町
）

定
員　
男
女
各
８
人

費
用　

男
性
１
，
０
０
０
円　

女
性
５
０
０
円（
女
性
２
人
以

上
で
申
込
み
は
５
０
０
円
引

き
）

申
込

３
月
１
日（
月
）ま
で
に

青
少
年
ホ
ー
ム
に
来
館
し
、
身

分
証
明
書
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。受
付
時
間:

平
日

13
時
〜
21
時
、土
曜
17
時
〜
21
時

問
栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
☎

（22）
３
１
１
３

栃
木
市
の
魅
力
再
発
見
！

蔵
の
街
観
光
案
内
ツ
ア
ー

　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
市
の

歴
史
や
蔵
の
街
の
魅
力
を
紹
介

す
る
、
蔵
の
街
観
光
案
内
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
今
に
繋

が
る
歴
史
に
触
れ
、
普
段
は
気

づ
か
な
い
街
の
姿
を
目
に
す
る

こ
と
で
、
栃
木
市
の
魅
力
を
再

発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

２
月
20
日
（
土
）、
21

日
（
日
）　

両
日
と
も
９
時
〜

12
時

場
所　
と
ち
ぎ
蔵
の
街
大
通
り

周
辺

集
合
場
所:

旧
警
察
署
敷
地
臨

時
駐
車
場
（
室
町
／
デ
ニ
ー
ズ

栃
木
室
町
店
様
向
か
い
）

内
容　
蔵
の
街
散
策
、
遊
覧
船

へ
の
乗
船
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
歩
き
や
す
い
格
好
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
雨
天
決
行
で
す
が
、
遊
覧
船

が
欠
航
の
場
合
は
内
容
を
変
更

し
て
ご
案
内
し
ま
す
。

定
員　
両
日
と
も
30
人
ま
で

対
象　

市
民
、
市
内
に
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方

費
用　
参
加
費
無
料
。た
だ
し
、

蔵
の
街
遊
覧
船
乗
船
料
は
特
別

価
格
に
て
各
自
実
費
負
担
。

申
込　
２
月
10
日
（
水
）
ま
で

に
問
合
先
へ
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
観
光
振
興
課
☎

（21）
２
３
７
４

大
平
み
な
み
児
童
館
令
和
３

年
度
幼
児
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

日
時　
令
和
３
年
４
月
〜
令
和

４
年
３
月
の
水
・
金
曜
日

月
２
〜
３
回
程
度
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　
平
成
30
年
４
月
２
日
〜

令
和
元
年
９
月
30
日
生
ま
れ
の

幼
児
親
子

通
年
利
用
で
き
る
幼
稚
園
や
保

育
園
の
集
団
に
在
籍
が
な
い
お

子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

内
容　

手
遊
び
・
歌
・
制
作
・

季
節
の
行
事
・
遠
足
等

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
・
定

員
に
な
り
次
第
終
了
）

申
込

２
月
10
日（
水
）13
時
30

分
〜　

児
童
館
に
あ
る
加
入
申

請
書
に
記
名
押
印
の
う
え
提
出

問
大
平
み
な
み
児
童
館

　
　
　
　
　
　
☎

（43）
９
８
８
０

大
平
児
童
館　

令
和
３
年
度

幼
児
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

時
期
　
令
和
３
年
４
月
〜
令
和

４
年
３
月
木
曜
日
月
３
回
程
度

対
象
　
２
歳
児
（
平
成
30
年
４

月
２
日
〜
平
成
31
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）

３
歳
児
（
平
成
29
年
４
月
２
日

〜
平
成
30
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）

定
員
　
16
組

内
容
　
会
員
制
親
子
教
室
（
工

作
、
散
歩
、
運
動
遊
び
、
季
節

の
行
事
な
ど
）

費
用
　
学
期
ご
と
に
５
０
０
円

申
込
　
２
月
９
日
（
火
）
10
日

（
水
）
９
時
〜
17
時　

※
印
鑑

持
参

問
大
平
児
童
館
☎

（43）
２
３
５
０

講

座

精
神
障
が
い
者
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座

自
ら
の
精
神
疾
患
の
経
験
を

活
か
し
て
、精
神
障
が
い
・
精
神

疾
患
の
あ
る
方
の
サ
ポ
ー
ト
や
、

障
が
い
・
疾
患
の
正
し
い
理
解

を
広
げ
る
活
動
を
し
て
い
た

だ
く『
精
神
障
が
い
者
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
』の
養
成
講
座
で
す
。

日
時　
３
月
16
日
（
火
）
13
時

30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
キ
ョ
ク
ト
ウ
と
ち
ぎ
蔵

の
街
楽
習
館　
大
交
流
室
（
入

舟
町
）

対
象

・
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
を
利
用
し
、

担
当
支
援
者
の
推
薦
を
受
け
ら

れ
る
精
神
障
が
い
の
あ
る
方

・
症
状
が
安
定
し
、継
続
し
て
活

動
可
能
な
心
身
状
態
で
あ
る
方

内
容　
精
神
障
が
い
者
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
上

で
必
要
な
知
識
に
つ
い
て

定
員

20
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
３
月
９
日
（
火
）
ま
で

に
申
込
書
兼
推
薦
書
（
障
が
い

福
祉
課
窓
口
に
設
置
）
を
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

問
障
が
い
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
１
９

ス
ポ
ー
ツ

令
和
３
年
度
学
校
開
放
施
設

利
用
団
体
登
録
更
新
手
続

　
市
内
小
中
学
校
の
体
育
施
設

利
用
登
録
団
体
の
更
新
及
び
新

規
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
登

録
は
毎
年
度
必
要
で
す
の
で
、

現
在
登
録
中
の
団
体
も
忘
れ
ず

に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。（
今

年
度
登
録
団
体
に
は
登
録
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。）

条
件　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
で
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
利
用
す

る
10
人
以
上
の
団
体
（
必
ず
責

任
者
を
置
く
こ
と
）

申
込　
問
合
先
ま
で

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
☎

（25）
０
９
３
０

各
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
栃
木

支
部
総
会
・
登
録

総
会

日
時　
３
月
７
日
（
日
）
９
時

30
分
受
付
、
10
時
開
始

場
所　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
）

令
和
３
年
度
チ
ー
ム
登
録
（
未

登
録
で
は
大
会
等
に
出
場
で
き

ま
せ
ん
）

費
用　
登
録
料
１
万
円
（
総
会

時
納
入
）

申
込　
２
月
18
日
（
木
）
ま
で

に
問
合
先
へ

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
☎

（25）
０
９
３
０

栃
木
市
軟
式
野
球
連
盟
登

録
・
大
会
受
付
の
お
知
ら
せ

日
時　
３
月
14
日
（
日
）
10
時

〜
14
時

場
所　
と
ち
ぎ
木
の
花
ス
タ
ジ

ア
ム
（
総
合
運
動
公
園
硬
式
野

球
場
）
内

栃
木
市
軟
式
野
球
連
盟
事
務
所

（
川
原
田
町
）

登
録
料
・
参
加
費

令
和
３
年
度
一
般
・
学
童
チ
ー

ム
の
登
録
料

　
一
般
１
２
，
０
０
０
円

　
学
童
１
２
，
０
０
０
円

第
11
回
栃
木
市
春
季
軟
式
野
球

大
会
参
加
費

登
録
チ
ー
ム
１
２
，
０
０
０
円

市
外
チ
ー
ム
２
０
，
０
０
０
円

第
11
回
栃
木
市
春
季
学
童
軟
式

野
球
大
会（
第
41
回
全
日
本
学

童
栃
木
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
）参
加
費

　
１
２
，
０
０
０
円

申
込

登
録
用
紙
、
参
加
申
込

書
（
令
和
２
年
度
登
録
チ
ー
ム
に

は
郵
送
し
ま
す
。
様
式
は
栃
木

市
軟
式
野
球
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
【
申
請
書
】
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）
に
費
用
を
添
え

て
提
出
く
だ
さ
い
。
新
規
に
登
録

し
た
い
チ
ー
ム
や
市
外
チ
ー
ム

は
、
事
務
局　
理
事
長
中
田
（
☎

０
９
０-

４
７
１
０ -

４
３
１
２
）

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
市
軟
式
野
球
連
盟　

　
　
　
　
　
　
☎

（25）
３
５
３
４

（
大
会
開
催
中
の
日
曜
日
の
み
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
☎

（25）
０
９
３
０

冬の省エネルギー

！



11 広報とちぎ　２月号 ２０２１（令和３）年１月２０日 発行みんなの伝言板

  時 日時    場 場所    対 対象    定 定員
  費 費用    内 内容    申 申込    問 問合先　

市民活動やシルバー人材センター、
社会福祉協議会、県などから依頼さ
れた記事を掲載するコーナーです。

栃木税務署会場での確定申告には
「入場整理券」が必要です
　栃木税務署会場での確定申告については、
混雑緩和を図るため、会場への入場の際に、
入場できる時間枠が指定された「入場整理券」
が必要となります。入場整理券は、各会場で
当日配布しますが、オンラインで事前に発行
することもできます。入場整理券の配布状況
に応じて、後日の来場をお願いする場合もあ
ります。詳しくは国税庁ホームページをご覧
ください。問栃木税務署　☎ (22)0885

初市祭中止のお知らせ
　2月 13 日 ( 土 ) に開催予定の初市祭は、
新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止
となりました。
問藤岡町商工会☎（62）2006、藤岡産業振興
課☎（62）0907

シルバー人材センター入会説明会
時① 2 月 8 日（月）13 時 30 分～② 2 月
9 日（火）13 時 30 分～③ 2月 10 日（水）
13 時 30 分～場①北部事業所（都賀保健セ
ンター 都賀町原宿）②南部事業所（藤岡町大
前）、岩舟連絡所（岩舟町下津原）　③キョク
トウとちぎ蔵の街楽習館（入舟町）、大平連
絡所（大平町西野田）※②の藤岡と岩舟、③
栃木と大平は同日開催対市内在住で働く意欲
のある 60歳以上の方申お住まいの地域の事
業所へ（※入会を希望される方は必ず説明会
に出席下さい）問栃木事務局☎（23）4165
南部事業所☎（62）1534北部事業所☎（27）
8812 大平連絡所☎（43）0155 西方連絡所
☎（92）8390 岩舟連絡所☎（55）8358

シルバー人材センター刃物研ぎ
時 2 月 10 日（水） 9 時～ 12 時（申込みは
11時 30 分まで）場キョクトウとちぎ蔵の
街楽習館 1階西側 シルバー人材センター作
業室前（入舟町）費包丁類 300 円～・刈込
はさみ 600円～ 問シルバー人材センター栃
木事務局 ☎（23）4165

シルバー人材センター北部事業所（都賀事業
所）移転のお知らせ
時３月１日（月）から場移転先：栃木市西方
さくらホーム　西方町金崎９－１（シルバー
人材センター西方連絡所）問シルバー人材セ
ンター栃木センター☎（23）4165
 ※都賀保健福祉センターから、シルバー人材セ
ンター西方連絡所が入居中の西方さくらホーム
へ移転いたします。３月１日以降は、都賀事業
所と西方連絡所を併せてシルバー
人材センター北部事業所となりま
す。詳しくは右のQRコードより
ホームページをご覧ください。

人工肛門・人工膀胱を保有している皆さんへ
　皮膚トラブル・補装具の不具合・入浴等、
日常生活の不安解消に役立つ講習会を実施し
ます。時２月１4日（日）１3時～１5時場
栃木第三地区コミュニティセンタ－ 大会議
室（境町／栃木市「くらら」２階） 内助言者：
皮膚・排泄ケア認定看護師２名費無料定 20
人申電話にて問合先へ問栃木県オストミー協
会（岩田）☎ 0284（43）0144

 いつここ就活講座を開催します
時 2 月 16 日（火）・18 日（木）場　キョ
クトウとちぎ蔵の街楽習館　会議室 4（入舟
町）対 15 歳～ 49歳の現在求職中の方定 5
人費無料内 1 日目：適職検査　2日目：履
歴書面接対策申 2 月 8 日（月）までに、と
ちぎ県南若者サポートステーションまでお電
話でお申し込み下さい。問とちぎ県南若者サ
ポートステーション☎ 0285（25）7002

県南産業技術専門校　学校見学会
時 2 月 16 日（火）13 時 30 分～対令和 3
年 4月から始まる訓練科の入校を検討され
ている方（求職者等）内①産業技術専門校の
概要説明②訓練科の見学（各科担当指導員が
ご案内します）機械加工科、ＮＣ機械科、板
金溶接科（それぞれ 6か月コース）／電気
設備科（1年コース）／ＣＡＤ基礎科（3か
月コース）③質疑応答　その他：適性試験
問題（公開用）の閲覧が可能です。希望者
は当日職員まで。申事前予約不要。当日 13
時 30 分までに来校。（日時が合わない場合
は問合先へご連絡を。平日の学校見学も随時
受付中）問栃木県立県南産業技術専門校 ☎
0284（91）0803

 栃木共同高等産業技術学校　訓練生募集
対中学卒業以上の学力を有し、大工・工務店・
建築設計事務所等の建設関係事業所に勤務し
ている方、または、これから勤務を予定して
いる方で、雇用保険または建築業の一人親方
等の労災特別保険に加入している方／転職ま
たは再就職の準備のため認定職業訓練を受講
することを希望する方／職場で、リフォーム
やバリアフリー等に関する技術取得を希望す
る方／その他入学を希望する方
※詳細は問合先にお問い合わせください
申 3 月末日までに問合先へ問栃木共同高等
産業技術学校（休校日　日曜日・月曜日・祝
日）日ノ出町 16-6　☎・FAX（23）2129

放送大学 4 月生募集のお知らせ
　放送大学は、2021年 4月入学生を募集し
ています。テレビによる授業だけでなく、学
生は授業をインターネットで好きなときに受
講することもできます。心理学・福祉・経済・
歴史・文学・情報・自然科学など、約 300
の幅広い授業科目があり、１科目から学ぶこ
とができます。資料を無料で差し上げていま
すので、お気軽にご請求ください。申出願期
限は、第 1 回が 2 月 28 日（日）まで、第
2回が 3月 16日（火）まで問放送大学栃木
学習センター☎ 028-632-0572

多重債務相談窓口
　借金返済でお悩みの方、国の無料相談窓口
をご利用ください。ひとりで悩まず、まずは
お電話ください。時平日 8時 30分～ 17時
内電話または面談。必要に応じ弁護士紹介。
秘密厳守。問財務省関東財務局宇都宮財務事
務所　相談専用電話：☎ 028-633-6294 

■市ホームページ 有料バナー広告募集（令和３年４月～令和４年３月）
　市のトップページに掲載します。企業のＰＲに、ぜひご活用ください。
掲 載 料　１か月　１５，０００円　１２か月　１６５，０００円（一括前納の場合に限る）
掲載位置　トップページ下部（右図参照・掲載枠内の場所は選べません）
掲載規格　天地 50ピクセル×左右１７０ピクセル　容量 30KB以内　
　　　　　形式：GIF、JPG、PNG（アニメーションGIF は不可）
申 込　 ２月１日（月）～ 3月１日（月）の期間、所定の申込書にバナー画像図を添えて問合先まで提出。
　　　　                                                           　問 シティプロモーション課　☎（２１）２３１６

■令和３年度広報とちぎ 有料広告募集（令和３年5月号～令和４年4月号）
　発行部数 53,500 部、市内全域に配布される広報とちぎに広告を載せてみませんか？
申　　込　 申込書（市ホームページからダウンロードまたは問合先窓口へ）に広告原案を

添えて、２月１日（月）～ 3月１日（月）必着で、郵送または直接問合先へ。
申込み多数の場合次の優先順序で掲載。

　　　　　１　同一枠を 12号分一括申込み（枠サイズが大きいほうを優先）
　　　　　２　複数号分申込み（合計納付金額が多い方を優先）
　　　　　３　1号分申込み（枠サイズが大きい方を優先）
　　　  　＊それぞれ市内の事業所等を優先とし、同順位の場合抽選を行います。
　　　 　 ＊募集期間経過後に空きがある場合、後日追加募集を行います。
　　　 ※広告の内容等は、「広報とちぎ」広告掲載仕様書を厳守してください。
　　　　（市ホームページに掲載。詳しくは問合先へ）
　　　※白黒広告の掲載場所は指定できません
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問 シティプロモーション課　☎（２１）２３１８

平成２年４月に管理運用を開始してから３０年を記念して、記念カードと
記念フォルダーをご用意いたしました。配布場所は、国土交通省 利根川上流河川
事務所ホームページ (右のＱＲコードを参照）をご覧下さい。
配布は令和３年２月２日（火）から開始し、なくなり次第終了します。

　また、地元４市２町（茨城県古河市、栃木県栃木市、小山市、野木町、群馬県板倉町、埼玉県加須市）
の庁舎等において、渡良瀬貯水池３０年のパネル展示を令和３年２月より開催します。栃木市では、
「キョクトウとちぎ蔵の街楽習館」において２月２２日～３月１日の間、開催しますのでぜひお立
ち寄りください。

問 道路河川整備課　☎（２１）２７８５

渡良瀬貯水池（谷中湖）は、管理開始から３０年を迎えました。

ダムカードの見本
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時 日時  場 場所  対 対象  内 内容
定 定員  費 費用  持 持物  申 申込

子育てのお知らせ

子育て広場

児童館や支援センターのそのほかの行事やご案内は、市や各施設のホーム
ページでご覧いただけます。詳しくは、右のＱＲコードのリンク先へ！児童館・支援センターなどのお知らせ

■ 令和２年度及び令和３年度学童保育春休み利用申込受付
　保護者の就労等により、家庭での保護指導を受けられない児童を対象に、春休み
の期間中のみの学童保育利用申し込みの受付をいたします。現在学童保育を利用さ
れている方については、改めて申し込みをする必要はありません。申込用紙は本庁、
各総合支所及び各学童保育にあります。また、市ホームページからもダウンロード
できます。
対象　栃中央小、栃三小、栃四小、栃五小、南小、吹上小、皆川城東小、千塚小、
　　　国府北小、国府南小、大宮南小、大宮北小
　　　並びに大平、藤岡、都賀、岩舟地域内各小学校通学区域内学童保育
定員　定員には限りがありますので、お申込みいただいても利用できない場合が
　　　あります。
申込　2月 3日 ( 水 ) ～ 16日 ( 火 )
　　　申込場所：本庁子育て支援課、各総合支所市民生活課
※国府北小、国府南小、大宮南小、大宮北小につきましては
　０８０- ９５７１- ３６３９（ＮＰＯ法人スマイルクラブ）にお問い合わせください。

問 子育て支援課　☎（２１）２２２３

■ 読み聞かせ会「ほんとあそぼう」
　心に残るお話と、ちょっとしたお楽しみを用意してお待ちしています。
対象　市内在住
日時　２月 20日 ( 土 )　10時～ 11時
場所　厚生センター（栃木第四地区コミュニティセンター /旭町）
定員　30人
費用　無料
申込　直接会場にお越しください。

問 人権・男女共同参画課（厚生センター）　☎（２４）２４４４

今月のPick Up!「地域子育て支援センターおおひら」
　子育て支援センターおおひらでは、1歳以上の
お子さんを対象にころころ広場を開催し、制作や
ふれ合い遊び等を行っています。また、0歳児対
象のあかちゃん
サロンでは、お
ひる寝アートや
ベビーヨガ、リ

トミック等を行い、6ヶ月、1歳の子には足形、
手形のバースディカードをプレゼントしていま
す。ぜひ遊びに来て下さい！

　　  　詳しくはHPをご覧ください ⇒

読み聞かせ活動

多くの学校で行われているアシストネットボランティア活動によ
る「読み聞かせ」は、子どもたちが楽しみにしている学習活動です。
しかし、今年度は、コロナ禍により実施できない期間が続き、その後、
密な接触を避けられる「読み聞かせ」が実施されるようになりまし

た。「読み聞かせ」は、絵本が見える範囲に子どもたちを集めて、読み手と近い位
置でお話を聞かせることにより、臨場感を持たせ、絵本の世界へと誘う活動です
ので、従前と同じようにはできません。そこで、ボランティアの皆さんは、コロ
ナ禍の影響でストレスのかかる生活を送っている子どもたちのために色々と実施
方法を考えました。「読み聞かせ」をビデオで
撮影して上映したり、絵本を拡大カメラでテレ
ビに映して離れて「読み聞かせ」をしたり、「読
み聞かせ」を行うボランティアの前に、大きな
透明なついたてを設置したりと工夫しました。
　これからも、とちぎ未来アシストネットは、
子どもたちの心を支える情操教育に貢献してま
いります。　　　　　生涯学習課 ☎(21)2488　

施 設 名 各 施 設 か ら の お 知 ら せ ・ 今 月 の 主 な 行 事
いまいずみ児童館 ☎（27）5322
 9時～17時・水曜祝日休

ひな人形作り時２月 28日 ( 日 )10 時～ 11 時半（時間内参加自由）定先着 30組（未就学児は保護者同伴）内「かわいい♡つるしびな作り」　
★ママといっしょ、キッズ体操教室などその他のイベント内容はホームページをご確認ください。　

そのべ児童館 ☎（20）6231
 9時～17時・木曜祝日休

きねんび☆photo撮影時2月3日（水）10時30分～ ぺたぺたひろば時2月9日(火)、10日(水)受付10時～11時 ベビービクス時2月15日(月)10
時～ 雛人形を作ろう時 2月24日(水)10時30分開始内雛人形を作って、顔出しのフォトスポットでお雛様に変身　★詳しくはHPをご覧ください。

はこのもり児童センター ☎（24）4034
 9時～19時・水曜祝日休

サクホロ♥スノーボールクッキー時 2 月 6日 ( 土 )14 時～ 16時対小学生以上定 16 人申 1 月 23日 ( 土 ) ～ 1月 31日 ( 日 ) 参加費を持参し保
護者が来館費 150 円 ①覚えて ! ②チャレンジ !!『ゲームびな❤』時 2 月 27日 ( 土 )28 日 ( 日 )14 時～定各日 20人申当日 9時～ ( 電話可 )

地域子育て支援センター（とちぎ） ☎（23）2740
 9時～16時 30分・土日祝日休

ほんわかタイム時 2 月 2日 ( 火 )10 時～ 11時対 0 歳児と保護者申 1 月 25日 ( 月 )9 時～電話のみ
★その他、詳細はHPを参照してください。

認定こども園さくら子育て支援センターゆめふうせん
 ☎（24）3900　9時～15時・土日休

1.2 たいそう時 2 月 3日 ( 水 ) 赤ちゃんサロン（ちゅうりっぷコース）時 2 月 4日 ( 木 ) レッツ A・B・C 時 2 月 10日 ( 水 )
健康相談日・双子ちゃん遊ぼう時 2 月 15日 ( 月 ) リズム de ポン時 2 月 22日 ( 月 )

認定こども園おおみや幼児教育センター子育て支援センターふれあいポッケ
 ☎（27）8890　9時～14時・土日祝日休

お雛様を作ろう︕時 2月22日 (月 ) 対１歳６ヶ月前後～ みんなでおめでとう︕時①ハーフバースディ：2月3日 (水 )② 1・2・3ｔｈバースディ :4日 (木 )
ポッケ広場時 5日 (金 )、12日 (金 )、18日 (木）、24日 (水 )、25日 (木 )　☆共通事項時 10時～申平日9時～15時

けやき保育園子育て支援センター きらり ☎（23）8905
 ☎（23）8905 10時～15時・土日祝休

身体測定時 2月 1日 (月 ) ベビーフォトガーランドをつくろう時 2月 8日 (月 ) 3 月のカレンダー作り時 2月 15日 (月 ) エレクトーンコンサート
時 2月 16日 (火 ) 定 12組申 2月 1日 (月 )～ 誕生会 (2・3 月生まれ ) 時 2月 25日 (木 ) 定 5組申 2月 1日 (月 )～

とちぎおもちゃ図書館・たんぽぽ☎（51）3475
10時～12時、12時30分～15時30分・土（第1・3・5）日祝日休

雛祭りイベント時 2月26日 (金 )10時30分～場レクリエーション室 (おもちゃ図書館隣室 ) 対未就園児親子定１０組費無料申来館にて予約
内雛祭りの話、歌、手遊び、読み聞かせ、簡単な親子制作　★お知らせ★開館中は、おもちゃで自由に遊べます。貸出も可。

地域子育て支援センターおおひら ☎（43）1134
 9時～16時・月曜祝日休

リトルサロン時 3月2日 (火 ) 内 1歳児さんのリトミック申 2月3日 (水 ) あかちゃんサロン時 3月4日 (木 )または18日 (木 ) 内ハッピーイースター（お
昼寝アート）申 2月3日 (水 ) ころころ広場時 3月12日 (金 ) 内お楽しみ会申 2月12日 (金 )　★時間等はホームページでご確認下さい。

大平児童館 ☎（43）2350
8時３０分～17時 30分（７・８月は18時）・月曜祝日休

ベビーマッサージ時 2月 16日（火）①10時～②11時～対乳児の親子定各8組持バスタオル、オイルの容器費 100円※初回参加者+100円
申 2月 9日（火）～　令和 3 年度幼児クラブ申込み開始 詳細は 10ページ「募集」欄にて

大平みなみ児童館 ☎（43）9880
 8 時 30分～ 17時・月曜祝日休

ちょこちょこドキドキ♡トリュフ作り時 2 月 13日 ( 土 ) ① 10時② 11時対小学生定各 10人費 200 円申 1 月 22日 ( 金 ) チャレンジタイム 大縄跳び時 2
月 27日 ( 土 )14 時～ 14時 45分対幼児 (保護者同伴 )・小中学生申当日 13時 45分～ 令和 3 年度幼児クラブ申込み開始 詳細は 10ページ「募集」欄にて

フォレストキッズ保育園子育て支援センター エンジェル　　　　
  ☎（20）0808　 9時 30分～14時 30分・土日祝日休

1・2・３月生まれの誕生日カードを作ろう時 2 月 16日（火）① 9時 50分～ 10時 50分② 11時 10分～ 12時 10分定 8 組 ひなまつり製作
時 2 月 17日（水）・25日（木）① 9時 50分～ 10時 50分② 11時 10分～ 12時 10分定各日 6組　☆共通事項申 1 月 21日（木）～

地域子育て支援センターふじおか ☎（62）5011
 9時～16時・土日祝日休

子育て講座　エレクトーンコンサート時 2月18日 (木 )10時30分～11時30分対乳幼児と保護者内親子ですてきな演奏を聞いて楽しみましょう。
定 15組持座布団やひざ掛け　★その他の行事の詳細や、変更等は栃木市ＨＰをご覧ください。

ふじおか幼稚園子育て支援センター もりのカフェ
 ☎（61）1152　10時～15時・土日祝日休 ひなまつり製作時 2月 22日 (月 ) 10時 30分～対未就園児と保護者定先着5組費無料申 2月 8日 (月 )10時～電話にて

地域子育て支援センターつが ☎（27）2122
 9時～16時・土日祝日休

身体測定・窓飾り制作時 2月4日 (木 )  親子体操対 1歳6ヵ月以上～時 2月9日 (火 ) ベビーマッサージ時 2月18日 (木 )
対 6ヵ月までのお子さんひな祭り制作時 2月25日 (木 ) 定全て5組申随時受け付けています　★詳細ＨＰをご覧ください

地域子育て支援センターにしかた ☎（92）2900
 9時～17時・土日祝日休

季節の壁掛け制作時 2 月 3日 ( 水 )10 時 30分～ 11時 30分場支援センター対未就園児と保護者定 5 組申事前申込 (電話又は来館 )
★他、毎週水曜日開催 (詳細は右上のＱＲコードからご確認ください )

地域子育て支援センターいわふね ☎（55）7920
 9時～16時・土日祝日休

親子ビクス時 2 月 12日 ( 金 )10 時 30分～対乳幼児と保護者定 5 組程度申 2 月 3日 ( 水 ) ～持汗拭きタオル・飲み物・動きやすい服装 骨盤体
操時 2 月 15日 ( 月 )13 時 30分～定 4 組程度※ 12月受講していない方優先申 2 月 3日 ( 水 ) ～持汗拭きタオル・飲み物・ヨガマット (持込可 )

<お知らせ >掲載されたイベント等は、新型コロナウイルスの感染防止等の理由により、中止・変更になる場合がございます。
　　　　　　最新の情報は各施設にお問合せください。また、行事に参加される際は感染防止のため、マスクをご着用ください。

 ☎（24）4034



13 広報とちぎ　２月号 ２０２１（令和３）年１月２０日 発行健康情報コーナー健康情報コーナー

急患センター終了後、問合先

とちぎ救急電話相談

栃木市消防本部
　月～土曜日の22時以降 　　   ☎（22）0119
日曜・祝日・年末年始の21時以降   ☎（24）9999

（音声ガイダンス）　

急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が
相談に応じます。
子ども
　月曜日～土曜日　18時 ～翌朝8時
　日曜日・祝休日　24時間（8時～翌朝8時）
☎028-600-0099 プッシュ回線の場合 ＃8000
大人
　月曜日～金曜日　18時～22時
　土曜日・日曜日・祝休日　16時～22時　
　☎028-623-3344 プッシュ回線の場合 ＃7111

とちぎ医療情報ネット
県内の病院・診療所・歯科診療所・薬局等の情
報を提供するためのシステムです。
ホームページ 「とちぎ医療情報ネット」で検索

診療場所
　栃木地区急患センター（境町）　☎（22）8699

栃木地区急患センター

　救急診療は、急病の患者さんに対し応急的な
診療を行うものです。急病ではない患者さん
は、かかりつけ医師等の診療時間内に受診する
など、救急診療の正しい利用をお願いします。

診療時間等
　平 日 19時～22時（内科）
　休日（日曜日）　内科：9時～21時
　　　　　　　外科：9時～17時
　　　　　　  　小児科：18時～21時
　休日（祝祭日） 内科・外科 :9時～21時
※ 必ず、受診前に電話確認をお願いします。
　 当番医は変更になる場合もあります。
　 症状によっては、急患センターでの対応が
　 困難な場合があります。
※ 受付は、診療時間終了30分前までにお済ませ
ください。

休日・夜間救急診療

■お子さんの予防接種はお済みですか？
　次の予防接種は、接種期限が令和３年３月31日までとなっています。未接種の方は、
早めに接種しましょう。予診票を紛失した場合は、問合先までご連絡ください。
麻しん風しん２期　小学校就学前の１年間（年長児）
二種混合（ジフテリア・破傷風）　小学６年生の 1年間　

問合先　健康増進課　☎ (25) ３５１１

問合先　健康増進課　☎（25）3511・（25）3512乳幼児健診・成人健診等のご案内
　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、健診や教室等が中止や変更となる場合は、市ホームページや、個別の連絡にてお知らせします。

健康相談・栄養相談・禁煙相談
健康づくりや生活習慣の見直し、禁煙などについて、保健師や栄養士
が相談を受けます。※予約制です。事前に問合先までご連絡ください。

乳幼児健診
※個別通知で案内した時間にお越しください。

月 日 曜日 地域（会場）
４か月児健診

2 12 金 栃木（栃木保健福祉センター）
25 木 大平（大平ゆうゆうプラザ）

９か月児健診

2
10 水 栃木（栃木保健福祉センター）
24 水 栃木（栃木保健福祉センター）
26 金 大平（大平ゆうゆうプラザ）

１歳６か月児健診

２
4 木 大平（大平ゆうゆうプラザ）
5 金 栃木（栃木保健福祉センター）
18 木 栃木（栃木保健福祉センター）

3歳児健診

2
3 水 大平（大平ゆうゆうプラザ）
8 月 栃木（栃木保健福祉センター）
17 水 栃木（栃木保健福祉センター）

２歳児歯科健診

２
9 火 栃木（栃木保健福祉センター）
16 火 大平（大平ゆうゆうプラザ）
24 水 栃木（栃木保健福祉センター）

両親教室
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

内　容 会場／日程
栃木保健福祉センター

実習（お風呂の入れ方、お
着換え、おむつ交換、抱っ
この仕方）

2月  2 日（火） 2月10日（水）
3月  8 日（月） 3月19日（金）

母乳相談（１歳未満児）
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

助産師による母乳相談 ２月 ２日（火） 栃木保健福祉センター

子育て相談（乳幼児）
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

体重測定、育児・栄養・
お口の相談
※ ふれあい遊び・交流は、
新型コロナウイルス感染拡
大防止のため行いません

日程 会場
2月19日（金）栃木保健福祉センター
3月   5 日（金） 大平ゆうゆうプラザ

こころの健康相談
保健師、カウンセラーが相談に応じます。
※予約制です。事前に問合先までご連絡ください。
月 日 曜日 会場 相談時間

２

10 水 大平ゆうゆうプラザ
①13時30分～
②14時30分～
③15時30分～

15 月 栃木保健福祉センター
19 金 栃木保健福祉センター
24 水 栃木保健福祉センター

1 月獨協医科大学病院医師
2 火石川（TMC とちのき）
3 水中元（中元内科医院）
4 木金子（金子内科医院）
5 金山門（山門クリニック）
6 土嶋﨑（とちぎ診療所）

7 日橋本（義）（橋本腎内科クリニック）獨協医科大学病院医師/小児：斉藤（伸）（さいとう小児科）
8 月青木（虎）（青木医院）
9 火石嶋（金田医院）
10 水石川（TMC とちのき）

11 木横山（よこやま内科小児科クリニック）中村（昭）（なかむら耳鼻咽喉科クリニック）
12 金河口（達）（河口医院）
13 土獨協医科大学病院医師

14 日島田（均）（しまだクリニック）江田（江田クリニック）/小児：木内（TMC とちのき） 
15 月獨協医科大学病院医師
16 火石川（TMC とちのき）
17 水竹田（竹田内科小児科クリニック）
18 木金子（金子内科医院）
19 金青木（虎）（青木医院）
20 土箕輪（箕輪内科）

21 日金子（金子内科医院）芳賀（芳賀耳鼻咽喉科医院）/小児：桜井（桜井こどもクリニック）
22 月川島（かわしまクリニック）

23 火粟田口（栃木中央クリニック）嶋﨑（とちぎ診療所）
24 水石川（TMC とちのき）
25 木金子（金子内科医院）
26 金横山（よこやま内科小児科クリニック）
27 土玉野（たまのクリニック）

28 日青木（虎）（青木医院）天下井（あまがい内科医院）/小児：河口（修）（河口医院）

２月の当番医師

２月の集団検診日程　～１年に１回検診を受けましょう～
月 日 曜日 会場 対象 月 日 曜日 会場 対象

２

1 月 栃木保健福祉センター 男女

2

17 水 北部ゆったり～な 男女
3 水 栃木保健福祉センター 女 22 月 栃木保健福祉センター 男女
4 木 岩舟遊楽々館 男女 23 火 大平ゆうゆうプラザ 男女
5 金 藤岡保健福祉センター 女 24 水 北部ゆったり～な 男女
6 土 栃木保健福祉センター 男女 25 木 岩舟遊楽々館 男女
7 日 栃木保健福祉センター 男女 26 金 藤岡保健福祉センター 男女
10 水 栃木保健福祉センター 女 27 土 栃木保健福祉センター 男女
11 木 大平ゆうゆうプラザ 女

　受付時間　8時～11時
　今年度の集団検診は２/27（土）が最終日です。
　来年度は６月中旬より開始予定です。

《　65　スニーカー　》

とちぎ健康づくりロードを歩こう！
～ウォーキングコースのご案内～

　とちぎ健康づくりロードをご存知ですか？本市では栃木県と協力し、ウォーキングコース
を紹介する「とちぎ健康づくりロード」を作成しています。距離・難易度等に応じてコース
を選択することができますので、日頃の健康づくりにぜひご活用ください。
県内165コースのうち、市内には17のコースがあります。寒い冬こそウォーキングして
体を温め、自然や史跡、街並みなどに触れ、市の魅力を再発見しませんか？

お気に入りの
コースを
みつけてね！

【初級者向けコース】
1. 栃木 蔵の街散策コース
   (2 コース 1.5㎞ /2.5㎞ )

2. 岩舟 みかも山公園東口ゾーン散策コース (2.2㎞ )
3. 栃木 永野川緑地公園コース (2.8㎞ )
4. 都賀 自然あふれる都賀保健
   センター原宿周辺コース
   (4.1㎞ )

【中級者向けコース】
1. 岩舟 みかも山わくわく
          展望コース (4.2㎞ )

2. 栃木 吹上地区史跡散策コース (6.7㎞ )
3. 栃木 麦笛のみちコース (6.8㎞ )

【上級者向けコース】
1. 栃木・大平 太平山コース
   (4 コース 0.6㎞ /2.3㎞
    /2.7㎞ /10.5㎞ )

2. 西方 桜堤散策＆道の駅
   お買い物コース (3.4㎞ )

3. 栃木 小江戸とちぎ蔵の街並みを巡るコース (5.2㎞ )
4. 栃木 皆川城址と古寺を訪ね、温泉を楽しむコース   
   (5.6㎞ )
5. 藤岡 自然の宝庫渡良瀬
   遊水地のハートの湖を
   巡るコース (7.3㎞ )

6. 大平～栃木 桜咲くパノラマのみちコース (12.2㎞ )

◆右記QRコードより、市内のコース詳細や県内全てのコースについてご覧になれます。
◆市内のコースについては、市ホームページにて令和2年11月から毎月1コースずつ
　紹介しています。市ホームページ内にて「とちぎ健康づくりロード」で検索！

「とちぎ健康づくりロード」HP
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ProSports＆
栃木文化会館　☎23-5678

 ピアノ開放デー「わくわく！ピアノ！」
　スタインウェイピアノを発表会スタイルで無料開放。
時 2 月 20 日 ( 土 )　9時 45分開場　10時開演会大
ホール対小学生以上定 50 組（先着）料無料申所定
の申込書を、1月 23 日（土）9時～ 2月 7日（日）
21時 30分に栃木文化会館へ（窓口・郵送・FAX）

谷村新司コンサートツアー2020
「谷村文学選～グレイス～」再延期のお知らせ

時再振替日程　5月 30 日（日）15 時 30 分開場　16
時 30 分開演 会大ホール料全席指定 8,800 円チ※ 1
月号で 2月 21日（日）発売とお知らせしましたが、
都合により変更となります。新しい発売日は文化会館
ホームページや広報とちぎでお知らせします。
※既にチケットをお持ちの方で、払い戻しを希望する
方は、2月 7日（日）まで受け付けます。

大平文化会館　☎43-5232

TSUKEMEN CONCERT
つなぐおと with JITAN CLASSIC

時 3 月 21日 ( 日 )14 時 30分開場 15 時開演会ホー
ル対未就学児入場不可料一般 4,500 円　高校生以下
500円チ発売中。市内 4文化会館 ほか

藤岡文化会館　☎62-4351

とちぎシネマ倶楽部「男はつらいよ お帰り寅さん」 
　シリーズ 50周年記念作品。最新のデジタル映像と
おなじみの俳優陣による「笑いと涙」に包まれる感動
の最新作。
時 3 月 20 日 ( 土 ) ① 10 時開場 10 時 30 分開演 ②
13時 30分開場 14 時開演 会ホール対未就学児入場
不可料全席指定 500円チ 1 月２３日（土）発売開始。
市内４文化会館

栃木図書館　☎ 22 - 3542
9 時 ~19時 30分／休館・金

栃木市の地形 思川・永野川のつくる扇状地
時 2 月 7 日（日）13 時 30 分～ 15 時
対どなたでも定 15 人内地形や地質の特
徴からその地域の成り立ちを考える地学
教室演阿部治氏（県立栃木高等学校教諭）
申直接来館または電話にて受付
おはなしひろば【読み聞かせ】
時① 2月 13日（土）10時 30分～ 11
時、② 2 月 27 日（土）10 時 30 分～
11時内①「ふゆめがっしょうだん」ほか、
②「108ぴきめのひつじ 」ほか 演おは
なしボランティア『りんごの会』

大平図書館　☎ 43 - 5234
9 時 ~19時 30分／休館・月

ひなかざりをつくろう
時 2 月 3 日（水）～ 14 日（日）対幼
児～小学生内ひなかざりの工作キットを
配付。2月 11日（木・祝）14時～ 15

時は図書館スタッフが一緒に作ります
絵本の読み聞かせ
時①2月 6日（土）14時～ 14時 30分、
② 2月 12日（金）10時 30分～ 11時、
③ 2月 26日（金）10時 30分～ 11時、
④ 2 月 28 日（日）11 時～ 11 時 20
分演①②③ボランティア『おはなししゃ
ぼんだま』 ④大平図書館スタッフ対①④
幼児・小学校低学年 ②③幼児
T
と ち こ
OCHICOサロン
時 2 月 10 日（水）10 時～ 12 時内幼
児と子育てママ同士の交流

藤岡図書館　☎ 62 - 4889
9 時 ~19時 30分／休館・月

おはなし会
時① 2月 6日（土）14時～ 15時 ② 2
月 20 日（土）14 時～ 15 時内①おは
なし会：紙芝居「おににさらわれたあね
こ」ほか、工作教室：「バルーン」、②お
はなし会：紙芝居「ばけこちゃんのひな
まつり」ほか、工作教室：「折り紙」演
ふじおかおはなし会『コロポックル』

図書リサイクル市
時 2 月 20日（土）～ 3月 21
日（日）内除籍した図書を無
料提供。なくなり次第終了

都賀図書館　☎ 28 - 0806
9 時 ~19時 30分／休館・月

図書リサイクル市
時 2 月 2日（火）～ 28日（日）内除籍し
た図書を無料提供。なくなり次第終了
おはなし会
時①2月 7日（日）11時～ 11時 20分、
② 2 月 13 日（土）14 時～ 14 時 30
分内①紙芝居「ないたあかおに」、②ペー
プサート「金のおの」・パネルシアター「て
ぶくろ」演①都賀図書館スタッフ、②お
はなしボランティア『たんぽぽ』
あったか！ゆびあみマフラー作り！
時 2 月 7 日（日）14 時～ 15 時 30 分
対幼児～一般（幼児は保護者の付き添い
必須）内指先を使って楽しみながら手作
りマフラー作り定 10 人申直接来館また
は電話にて

図書館西方館　☎ 92 - 2512
9 時 ~19時 30分／休館・月

おはなし会
時①2月18日（木）11時～11時30分、
②2月19日（金）14時～15時内①テー
マ「氷・ペンギンを作ろう！！」②テー
マ「むかし話・おに・祭り・わらべうた」
演①西方館スタッフ、②おはなしボラン
ティア『おはなし☆きらら』

図書館岩舟館　☎ 54 - 1900
9 時 ~19時 30分／休館・月

おはなし会
時① 2月 13日（土）14時～ 14時 30
分、② 2 月 27 日（土）14 時～ 14 時
30分会①岩舟公民館会議室 1 ②岩舟館
こどもスペース内①腹話術・ペープサー
ト、②紙芝居「くまちゃんのぽかぽかぼ
うし」「いちばんはだれのしっぽ？」演
①おはなしボランティア『あのね…の
会』、②図書館岩舟館スタッフ
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ぎ
蔵
の
街
美
術
館　
☎

（20）
８
２
２
８

※
（
仮
称
）文
化
芸
術
館
開
館
準
備
の
た
め
休
館
中

癸
生
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

清
水
卯
一

﹁
蓬
莱
掛
分
茶
盌
銘
山
々
﹂

と
ち
ぎ
と
芸
術
家
の
ゆ
か
り  

　
　

～
と
ち
ぎ
蔵
の
街
美
術
館
収
蔵
品
よ
り
～

≪蓬莱掛分茶盌 銘 山々≫
平成 5年頃　高さ 9.0㎝　
径 12.3㎝　撮影 田中学而

NEWS

　12月５日、「栃木市民スポーツ応援団 “Strawberry Hearts” オンライン感謝
祭」として、「栃木シティフットボールクラブ」「栃木ゴールデンブレーブス」「宇
都宮ブリッツェン」の３チーム合同トークショーを生配信しました。栃木シティ
からは大栗崇司社長・大島嵩弘選手・内田錬平選手、ブレーブスからは江部達也

社長・佐々木斗夢選手・山田綾人選手、ブリッツェンからは柿沼章社長・阿部嵩之選手・西村大輝選手が
出演。感染症対策のため今回はオンラインで開催でしたが、今後も皆さんとプロスポーツを楽しめる
イベントを企画していきます！

当 日 の 様 子 は
Strawberry Hearts
公式 YouTube にて

栃木シティフットボールクラブ「アカデミー」

　U-18( ユース：高校生年代 )と U-15( ジュニアユース：中学生
年代 )があり、トップチームとアカデミーが一貫したコンセプト
の中、専任スタッフの指導により、トップチームで活躍できる地
元出身選手の育成を目指しています！最大の目的はユース・トッ
プチームへの昇格（大学経由含む）、プロサッカー選手・社会人と
しての人間形成の場です。栃木市岩舟町にあるサッカー専用の人
工芝グラウンドで練習しています。また、アカデミー専用のクラ
ブハウスもあり、サッカーに集中できる環境で活動しています！

　吉永小百合主演。「北の三部作」最終章―激動の
時代を懸命に生き抜いた親子の物語。
時 2 月 13日（土）① 10時開場  10 時 30分開演　
　　　　　　　　　② 13時 30分開場  14 時開演
会栃木文化会館 大ホール　対未就学児入場不可
料全席指定 500 円　チ発売中。市内 4文化会館

とちぎシネマ倶楽部「北の桜守」

©2018
「北の桜守」
製作委員会

スポーツ連携室 ☎（21）2591

Strawberry
Hearts

メンバー募集中！
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第１４回 あそ雛まつり
蔵の街に雛人形や市内保育園児によるお雛様のぬり絵が飾られ、

週末には様々な体験イベントを開催します。
日　時　２月２５日 (木 ) ～３月７日 (日 )
場　所　蔵の街大通り周辺、嘉右衛門町重伝建地区、巴波川周辺
対　象　どなたでも
定　員　一部のイベントに定員あり (要問合せ )
費　用　体験イベントの一部有料
問合先　栃木市商店会連合会事務局（栃木商工会議所内）☎（２３）３１３１

　英国発祥のダックレースが「蔵の街とちぎ」の誇る巴波川で開催されます！３，０００個を超えるアヒルの
おもちゃが流れる様子は、子どもから大人、ご年配の方まで、幅広くゆっくり楽しんでいただけます。
主催・共催　下野新聞社、TOCHIGI GLOBAL GROUP
日　時　２月６日 (土 ) ９時 45分～（雨天決行）
場　所　巴波川（メイン会場：うずま公園【室町２-30】）
　　　　①スタート地点 /沖の橋付近
　　　　②ゴール地点 /うずま公園
　　　　③開会式・マルシェ /うずま公園
　　　　④イルミネーションダック放流 /横山郷土館前
レーススケジュール
　　　　開会式 /９時 45分～
　　　　第 1レース /10時 30分 ～ 11時 30分「栃木市長杯」
　　　　第 2レース /13時 ～ 14時 「ワールドチャンピオンシップ」
　　　　第 3レース /15時 ～ 16時 「企業対抗キャラダック戦」
費　用　参加バッジ購入費　２００円（税込）
　　　　※上記３レースにエントリー可
バッジ販売所（前売）※当日も会場で販売あり（数量限定）
　　　　Journey English School（倭町６－２）
　　　　栃木市観光協会（倭町１４－１）
　　　　※詳細は専用ホームページ（https://tochigiduckrace.com）
　　　　　をご覧ください。
問合先　TOCHIGI Duck Race 事務局（下野新聞社）
　　　　　　　　　☎０２８- ６２５- １１０４（平日 10時～ 17時）
※本イベントは観光庁「誘客多角化等のための魅力的な滞在コンテンツ
造成実証事業」として新型コロナウイルス感染予防策を講じて開催します

令和２年
２

（募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・電話番号・保護者名を記入のうえ〒 328-8686 栃木市役所シティプロモーション課へ（締切当日必着）。写真は返却しません。
（締め切り）令和２年４月生まれ 2月 8日（月）、令和２年 5月生まれ 3月 16日（火）※封筒に差出人住所を明記ください。

佐
さとう

藤尚
なお き

己ちゃん 関
せきぐち

口実
み ゆ

佑ちゃん 馬
まご め

込桜
さく ら

愛ちゃん大
おお で

出紬
つむ ぎ

妃ちゃん関
せきぐち

口稀
きは る

春ちゃん竹
たけやま

山楓
ふう ま

真ちゃん佐
さや ま

山琉
りゅうせい

聖ちゃん佐
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藤優
すぐ は

羽ちゃん
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企業の環境活動
藤
ふ じ た

田 義
よしかど

門 さん

田
た な べ

辺伊
い ち ろ う

智朗 さん

「企業市民」も地域の自然守る担い手
　ここは、掘削によって湿地の生態系を再生する試みが
進む第２調節池の環境学習フィールド。昨年１０月、県
や栃木市などが催して外来植物の除去活動です。
　私、田辺伊智朗（写真前列の左）は、いすゞ自動車栃
木工場（大平町）に勤務し、仲間１０人で参加。ほかの
企業の人や高校生ら約１００人で、セイタカアワダチソ
ウなど５００㌔を除去。汗をかいて気分爽快です。
　環境活動は、地域住民や自然愛好家、学生ら市民参加
型で広がってきました。そこに、企業人の参加が増えて
います。経済活動で地域に根を張るのに加えて、企業は
社会の一員でもあり、「良き企業市民」として地域の生
態系も守る機運です。行政が旗を振り、市民、企業の参
加で顔ぶれがそろい、地域の力をより発揮できます。

　いすゞ自動車も、「企業の社会的責任（ＣＳＲ）」を果
たす一環として環境活動に取り組み、栃木工場は６年前
に始めました。全社で活動する「富士山の植樹活動」か
ら始め、次に足尾での植樹活動。さらに、広さが東京ドー
ム約２５個分ある工場内の環境保全。3年前に、その時
の環境アドバイザーから遊水地を紹介されました。昨年
のこの除去活動には１０７人が参加しました。
　私、藤田義門（同前列の右）は入社４年目で、最初の
年から参加しています。先輩の話が聞け、世代をまたい
で活動の輪が広がるのにやりがいを感じます。今日は先

輩の娘さん、石崎陽
ひ ま り
茉莉さ

ん（同下）の姿も。作業後
の「ミニ観察会」では、珍
しい生き物に「あっ、いた」
と大喜びでした。
問い合わせは田辺さん（☎
４３-９４６２）へ。

おもちゃが流れる様子は、子どもから大人、ご年配の方まで、幅広くゆっくり楽しんでいただけます。
下野新聞社、TOCHIGI GLOBAL GROUP

　巴波川（メイン会場：うずま公園【室町２-30】）

　　　　④イルミネーションダック放流 /横山郷土館前

GO!
GO!

ダックレース成功祈願＆全国へアピール！

イルミネーションダック
　　　　　　　  放流イベント
１月２３日（土）１７時～

① 横山郷土館×ダックレース
　 イルミネーションイベント
ダックレース開催を記念して横山郷土館を

　イルミネーションダック等でライトアップ！
時間 17 時～ 20時 30分
場所 横山郷土館（上記時間中入場無料）

② イルミネーションダック放流
時間　１回目放流 /17時 22分

　　　　２回目放流 /18時 22分
　　　　３回目放流 /19時 22分
場所　横山郷土館前

プレイベントも開催するよ !!

　英国発祥のダックレースが「蔵の街とちぎ」の誇る巴波川で開催されます！３，０００個を超えるアヒルの

第３回 T
ト チ ギ

OCHIGI D
ダ ッ ク

uck R
レ ー ス

ace
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▲青空のもと賑わったフリーマーケット ▲山車会館前広場では和小物マルシェも

　11月 15日の「きものの日」に因んだ「小江戸とちぎきものの日」のイベントが、
11月 22 日に、蔵の街大通り周辺にて行われました。当日は多くの皆さんが着物姿
で蔵の街を訪れ、蔵の街遊覧船や地酒の試飲、同時開催された「くらのまちフリーマー
ケット」など、街歩きを楽しみました。

蔵の街を彩る着物姿

おおひら民話の会▶
あじさいの皆さん

▲�交流スペースに
設置されたおおひら
世間遺産パネル

　
12
月
５
日
か
ら
27
日
の
間
、
プ
ラ
ッ
ツ
お
お
ひ
ら
に
お
い
て
、

大
平
わ
い
わ
い
テ
ラ
ス
主
催
の
「
第
１
回
お
お
ひ
ら
世
間
遺
産
パ

ネ
ル
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、
大
平
地
域
に
あ

る
誰
か
に
伝
え
た
い
、
後
世
に
残
し
た
い
人
・
モ
ノ
・
風
景
を
掘

り
起
こ
し
て
発
信
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
、
富
田
八
坂
神
社

の
奉
納
プ
ロ
ペ
ラ
、
磯
山
の
天
狗
の
足
跡
、
大
平
南
小
学
校
周
辺

の
駄
菓
子
屋
さ
ん
な
ど
12
の
お
お
ひ
ら
世
間
遺
産
が
展
示
さ
れ
、

初
日
に
は
、
お
お
ひ
ら
民
話
の
会

あ
じ
さ
い
に
よ
る
民
話
の
語
り
部

も
あ
り
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

お
お
ひ
ら
世
間
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▶ �

素
晴
ら
し
い
演
奏
に
、
次

回
の
開
催
を
望
む
声
も
！

　　
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
音
色
に
触
れ
、

　
明
日
も
元
気
に
過
ご
せ
る
と
、

◀
力
が
わ
い
た
よ
う
で
し
た
。

　
11
月
24
日
、
12
月
１
日
、
岩
舟
公
民
館
、
静
和
地
区
公
民
館
に

お
い
て
、
い
き
い
き
教
室
の
「
エ
レ
ク
ト
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

開
催
さ
れ
、
２
日
間
で
42
人
が
受
講
し
ま
し
た
。
エ
レ
ク
ト
ー
ン

奏
者
に
強こ

わ
ぐ
ち口
圭け

い
こ子
先
生
を
迎
え
、「
千
の
風
に
な
っ
て
」「
上
を
向

い
て
歩
こ
う
」な
ど
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
講
者
た
ち
は
、

素
晴
ら
し
い
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
音
色
、
昔
懐
か
し
い
曲
に
感
激
し

た
様
子
で
し
た
。

岩
舟
公
民
館
講
座
　
い
き
い
き
教
室

「
エ
レ
ク
ト
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

▲多彩な作品が展示されました

▲ヴァイオリンとエレクトーンによる演奏

　１１月７日、８日の２日間、都賀文化会館にて第１０回栃木市西方文化祭が開催さ
れました。会場では、写真や焼絵、華道、手工芸などの作品展示のほか、ダンスやハー
モニカなどのステージ発表が行われました。また、記念公演として倉沢大樹さんと
渡邊弘子さんによるコンサートも行わ
れ、会場内は心癒される演奏に包まれ
ました。

西方文化祭

   

撮
影
時
の
み
マ
ス
ク

◀
を
外
し
ま
し
た

▶ �

消
毒
液
を
渡
す
石
本
会
長（
右
）

　
令
和
２
年
９
月
、
ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織
「
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
『
つ
が
』」
が
都
賀
地
域
内
の
社
会
福
祉
法
人
へ
消
毒

液
と
マ
ス
ク
を
寄
附
し
ま
し
た
。こ
の
活
動
は「
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
『
つ
が
』」
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
感
染
症
対
策
支
援
事

業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
会
長
の
石
本
俊
光
さ
ん
が
各
社
会
福

祉
法
人
を
回
っ
て
物
資
を
届
け
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
つ
が
』
が

消
毒
液
等
を
福
祉
団
体
へ
寄
附
し
ま
し
た

◀ 

窯
焼
き

◀土台磨き

　10月 14 日（水）、第 2回「わたらせ大学」が藤岡公民館で行われました。今
回は七宝焼きの体験で自分オリジナルのペンダントやブローチ制作に取り組みま
した。銅板を丁寧に磨き、自分好みの色を塗って窯で焼き上げる工程です。多く
の方は初めての経験でしたが、講師の内野先生のご指導で素敵な作品が出来上が
り、皆さん満足した様子でした。

わたらせ大学　七宝焼き体験講座
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